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I 広域連携の推進 

１ ビジョン策定の趣旨 

我が国では全国的に出生数の減少が続き、総人口の減少や高齢化の進行が今後益々深刻化していくこと

が予想されている。また、地方圏から大都市圏への若年層の人口流出も歯止めがかからず、地域の持続可能

性を確保する観点から、地域社会の担い手の確保や行政サービスの維持が大きな課題となっている。 

「連携中枢都市圏構想」とは、人口減少・少子高齢社会にあっても、地域を活性化し経済を持続可能な

ものとし、住民が安心して快適な暮らしを営んでいけるように、地域において、相当の規模と中核性を備える圏

域の中心都市が近隣の市町村と連携し、コンパクト化とネットワーク化により、一定の圏域人口を有し活力ある

社会経済を維持するための拠点を形成する政策である。 

本ビジョンは、播磨圏域において姫路市と近隣の市町が、対等な関係のもと独立的・主体的に連携すること

で、圏域全体の経済を活性化し、圏域の魅力を高めるとともに、住民が安心して暮らすことができる圏域づくり

を進めることにより、地方から大都市圏への人の流れを変え、活力ある社会経済を維持するための拠点となるこ

とを目指して策定するものである。 

 

２ 連携中枢都市圏の名称・構成自治体 

(1) 連携中枢都市圏の名称 

本連携中枢都市圏の名称は、播磨圏域連携中枢都市圏とする。 

 

(2) 播磨圏域の概要 

播磨圏域は、兵庫県姫路市、相生市、加古川市、赤穂市、高砂市、加西市、宍粟市、たつの市、稲美

町、播磨町、市川町、福崎町、神河町、太子町、上郡町、佐用町の 8 市 8 町から構成される。 

播磨圏域は兵庫県の南西部に位置（図表 I-1 参照）しており、東で神戸市や明石市、西で岡山県や

鳥取県に接している。古くから京阪神地域と中国地方・山陰地域との交通の結節点として栄えてきた。 

播磨圏域の面積（図表 I-2 参照）は約 2,800 ㎢で、都道府県との比較では、鳥取県（41 位）や佐

賀県（42 位）の中間に位置し、兵庫県内の 33.3%を占めている。また、2020 年国勢調査における播磨

圏域の人口（図表 I-3 参照）は約 127 万人であり、長崎県（30 位）や青森県（31 位）に匹敵し、

兵庫県内の 23.3％を占めている。 

播磨圏域の域内総生産（図表 I-4 参照）は約 6.1 兆円で、山口県（25 位）と鹿児島県（26 位）

の間に位置しており、製造品出荷額（図表 I-5 参照）は約 5.7 兆円で、長野県（17 位）と山口県（18

位）の間に位置している。また、播磨圏域は、総生産に占める第 2 次産業比率が 41.5％（図表 I-6 参

照）となっており、全国平均の 27.0%と比較して高い水準にある。このように、播磨圏域は、ひとつの県に匹

敵する経済規模を有しており、第２次産業、とりわけ製造業の集積が厚い地域となっている。 
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図表 I-1播磨圏域の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 I-2 播磨圏域の面積 
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図表 I-3 播磨圏域の人口 
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図表 I-4 播磨圏域の域内総生産 
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図表 I-5 播磨圏域の製造品出荷額 
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図表 I-6 域内総生産の産業別構成比 
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(3) 構成自治体 

播磨圏域の構成自治体の概要は以下の通りである。 

図表 I-7 播磨圏域の構成自治体 

 
˲ ˳ ᾫᾉˮ ᾫᾉ◕ ˯ˢ2024 ˣ 

姫 路 市 530,495 人 1.0 % 31.8 % 67.2 % 534.56 ㎢

鉄鋼業、化学工業、電気機械工業などを中心としたものづくり企業の集積と
臨海部における工業地帯を形成。皮革関連産業、清酒、鎖、ボルト・ナット、
マッチ、乾麺、菓子などの地場産業が発達している。卸売業・小売業ともに播
磨地域の中心となる商業地である。

相 生 市 28,355 人 2.4 % 31.9 % 65.7 % 90.40 ㎢
造船業を中心として発展。現在は社会変化に対応した異業種の進出を図る
など、産業、経済の基盤づくりを進めつつ、豊かな自然環境を生かし、牡蠣、
ゆず、味噌など特産品づくりも進めている。

加古川市 260,878 人 0.8 % 32.2 % 66.9 % 138.48 ㎢
播磨臨海工業地帯の一翼を担う鉄鋼業のほか、地場産業としては靴下製造
業、食肉産業等を有している。また、食文化としては、名物「かつめし」があ
り、「加古川和牛」等のブランド化も行っている。

赤 穂 市 45,892 人 2.3 % 32.3 % 65.4 % 126.85 ㎢

伝統産業として地域経済を支えてきた塩田跡地は、工業用地等に転用され、
播磨臨海工業地帯の西部拠点となっている。
西播磨テクノポリス計画の副母都市として工業生産機能を担い、新たな企業
誘致を積極的に進めている。

高 砂 市 87,722 人 0.6 % 35.3 % 64.0 % 34.38 ㎢
臨海部に鉄鋼業、機械製造業、化学工業、食料品製造業等の工業地帯を有
している。また、古代から約1700 年間採石が続いている竜山石を扱う石材業
が地場産業の一つである。

加 西 市 42,700 人 3.9 % 42.5 % 53.5 % 150.22 ㎢

家電や金属製品などの製造業が盛んであり、地場産業の播州織や加西米
「根日女みらい」、加西ゴールデンベリーAなどを生産している。
また、「気球の飛ぶまち」として名をはせ、鶉野飛行場跡や玉丘史跡古墳など
の歴史遺産や北条節句祭りなどの伝統行事が残っている。

宍 粟 市 34,819 人 4.5 % 38.8 % 56.7 % 658.54 ㎢
林業、農業、木材業、素麺業などが盛んである。特に豊かな森林資源を活か
した木材・木工製品等の生産が盛んであり、なかでも「宍粟材」は県内素材
生産量の3割を占め、県内有数の木材産地として知られている。

たつ の市 74,316 人 3.2 % 36.2 % 60.6 % 210.87 ㎢

清流揖保川の恵みをうけ、昔から手延素麺、醤油醸造、皮革産業など全国
シェアトップクラスの地場産業が盛んである。
日本遺産に認定された室津や重要伝統的建造物群保存地区に選定された
龍野城下町は歴史を感じさせる古い町並みが広がる。

稲 美 町 30,268 人 3.9 % 34.5 % 61.7 % 34.92 ㎢

兵庫県内最大の加古大池、兵庫県内最古の天満大池のほか88ものため池
があるまち。基幹産業の農業のほか、商工業の振興にも取り組み発展。「い
なみ野メロン」、「万葉の香」（米）、「いなみトマト」など町内の優良な農作物や
加工品などを「稲美ブランド」として認証している。

播 磨 町 33,604 人 0.6 % 32.9 % 66.5 % 9.13 ㎢
海岸部の埋立地には一般機械器具製造、化学工業を中心とする約60 社の
工場が操業している。JR土山駅南には複合商業施設を誘致し、にぎわいと
交流のある空間を形成。

市 川 町 11,231 人 3.5 % 39.4 % 57.1 % 82.67 ㎢
国産ゴルフアイアン発祥の地として知られ、町内には約15 か所の事業所が
あり、その製品は国内にとどまらず海外にも輸出され、高い評価を受けてい
る。

福 崎 町 19,377 人 2.2 % 37.1 % 60.6 % 45.79 ㎢

３つの工業団地を中心とした工業、商業、農業の調和のとれた発展を目指
す。町特産「もちむぎ」を原材料とする「もちむぎ麺」等を販売するとともに、日
本民俗学の父、柳田國男が研究した妖怪を活かしたまちづくりを展開してい
る。

神 河 町 10,616 人 3.9 % 32.6 % 63.4 % 202.23 ㎢
豊かな森林が育む清流を活用した清涼飲料水製造業と流通業、清流が生み
出す農林産物や加工品製造業、また地域医療を担う総合病院があることに
伴う医療関連産業など。

太 子 町 33,477 人 1.3 % 35.3 % 63.4 % 22.61 ㎢
ＪＲ山陽本線や国道２号などの主要交通網への利便性がよく、大手電機メー
カーなどの工場や事業所、商業施設が地域集約的に立地。「太子みそ」や
「太子いちじく」などの特産品が充実。

上 郡 町 13,879 人 4.6 % 28.2 % 67.3 % 150.26 ㎢

西播磨工業地帯の後背地として、電機部品製造業やビニール製品などの業
種が点在して立地。農業は米作を主とし、麦、野菜、豆類、果樹などを生産。
「オーガニックビレッジ宣言」を行い、環境に配慮した農業を推進。国指定史
跡である、白旗城跡や山陽道野磨駅家跡など文化的観光資源が充実。

佐 用 町 15,863 人 7.4 % 27.8 % 64.7 % 307.44 ㎢

中心産業は農業。「みそ」や「ひまわり油」、「そば」など特産品が充実。「み
そ」に使われる「佐用もち大豆」は、大豆として全国で初めて地理的表示(GI）
保護制度に登録された。西はりま天文台やひまわり畑には多くの人が訪れ、
観光も重要な産業である。

市　町　名
人　口

(R2国勢調査)
面　積 主な産業・経済・観光等

産業別就業人口割合

第１次 第２次 第３次
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３ 計画期間 

総務省が制定した連携中枢都市圏構想推進要綱に基づき、第 3 期播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン

の取組期間は、2025 年度からの５年間とし、毎年度所要の変更を行うものとする。 

 

４ 推進体制 

播磨圏域成長戦略会議、播磨圏域活性化推進検討会、ワーキンググループを設置し、各会議が相互に

連携しながら圏域一体となって連携事業を推進する。 

また、播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンの取組期間終了後には、成果指標の達成状況についてのフォロー

アップも合わせて行うこととする。 

図表 I-8 推進体制 
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５ 社会の動向 

(1) 人口減少の進行と人口構造の変化 

2020 年の国勢調査によると、日本の人口は約１億 2,615 万人で、前回調査（2015 年）に引き続き

減少となり、人口減少が進んでいる実態が明らかとなった。国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）

の「日本の地域別将来推計人口（令和 5（2023）年推計」では、2030 年代には 1 億 2,000 万人を下

回り、2050 年には約 1 億 469 万人まで減少すると推計されている。 

日本国内の出生数は減少を続けており、年少人口（0～14 歳）は 2020 年の 1,503 万人から 2050

年には 1,041 万人になると推計されている。一方、老年人口（65 歳以上）は増加傾向が続き、2045 年

には約 3,945 万人に達するが、その後は減少に転じると推計されている。総人口が減少する中で老年人口が

増加することにより、老年人口率は 2050 年には 37.1％に達し、国民の約 2.7 人に 1 人が 65 歳以上とな

る社会が到来すると推計されている。産業の担い手となる労働力人口も生産年齢人口の減少を要因として減

少することが予測されることから、女性が働きやすい環境づくりや高齢者の就業促進など、労働力の維持に向け

た取組がより一層求められる。 

図表 I-9 日本の年齢3区分別人口の推移と推計 
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(2) デジタル化の進展 

2021 年 9 月にデジタル社会形成基本法を始めとするデジタル改革関連法が施行され、デジタル庁が設置

されるなど、政府主導の元でデジタル化が強力に推進されている。 

2022 年 6 月には新しい資本主義の重要な柱の 1 つとしてデジタル田園都市国家構想基本方針が閣議

決定され、ハード・ソフトのデジタル基盤整備、デジタル人材の育成・確保、誰一人取り残さないための取組を

推進することで、デジタルの力を活用して、人口減少・少子高齢化、過疎化・東京一極集中、地域産業の空

洞化等の地方の社会課題解決を目指す方針が示された。 

2023 年度から 2027 年度までの 5 か年のデジタル田園都市国家構想総合戦略では、マイナンバーカード

の普及を強力に促進し、利便性向上・利活用シーンの拡大をさらに推進する等、地方のデジタル実装を下支

えする施策の具体的な方向が掲げられている。地方公共団体では、デジタル田園都市国家構想総合戦略に

照らして、地域の個性や魅力を活かした地域像を再構築し、国の施策の方向を踏まえながら、デジタルの力を

活用した社会課題解決の取組を推進していくことが求められている。 

図表 I-10 デジタル田園都市国家構想の取組イメージ全体像 

 
˲ ˳ДЅЌи Ш˔ЭЧ˔ЅˮДЅЌи ה ◕⁯ᴪ  ˯ 
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(3) 訪日外国人観光客（インバウンド）の拡大 

政府は、観光を日本の力強い経済を取り戻すための極めて重要な成長分野と位置付けており、2030 年

には訪日外国人観光客数 6,000 万人、消費額 15 兆円を達成する方針を掲げ、観光立国に向けた取組

を推進している。個性あふれる観光地域を作り上げ、その魅力を積極的に発信していくことは、観光客の増加

による地域経済の活性化や雇用機会の増大に寄与することが期待されている。 

訪日外国人観光客（インバウンド）数は、2013 年の約 1,036 万人から 2019 年には約 3,188 万人

と 2010 年代に入ってから急拡大している。2020 年以降は新型コロナウイルス感染症の影響による一時的

な落ち込みが見られたが、2022 年 10 月には「インバウンドの本格的な回復に向けた政策パッケージ」によるイ

ンバウンド回復に向けた戦略が実行され、2023 年には約 2,507 万人まで回復しており、今後もインバウンド

の増加が見込まれている。 

他方で、インバウンド観光需要の急拡大により、観光客が集中する地域では、過度な混雑やマナー違反に

よる住民生活への影響や、文化財や自然環境といった地域資源の毀損といった問題が生じている。こうしたオ

ーバーツーリズムへの対策を行い、持続可能な観光地域づくりを実現する観点からは、地方部の観光地の魅

力向上や受入環境整備を通じた広域への観光誘客が必要とされている。 

図表 I-11 訪日外国人数の推移 

 
˲ ˳ ḢΊộˢJNTOˣˮ ᵰẁ ὓ ⱲὉ ӱ ˢ2003 ˙2024 ˣ˯ 

図表 I-12 訪日外国人の年間旅行消費額 
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II 圏域づくりの基本方針 

１ 第 2期ビジョンの成果と課題 

第 2 期ビジョンにおける基本目標である播磨圏域の人口総数については、全国的な出生数の急速な減少

や大都市圏への若年層の流出等を背景として、人口目標を下回る水準で推移しているものの、社人研の「日

本の地域別将来推計人口（令和 5（2023）年推計）」では、ビジョン策定前の「日本の地域別将来推計

人口（平成 25（2013）年推計）」と比較して人口の減少が緩やかになっている。 

連携事業については、播磨圏域の市町と連携し、産業界・大学・金融機関などの協力のもと、「圏域全体

の経済成長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」の 3

つの役割から全 56 分野で事業を実施した。2020 年度以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り、各連携事業を十分に実施できない状況に陥るといった困難はあったものの、連携協定の締結から約 10 年

が経過し、個別の事業では一定の成果が出ている。 

 

(1) 圏域全体の経済成長のけん引 

経済成長のけん引分野では起業・創業・事業承継支援、「播磨地域ブランド」の確立、広域観光の推進な

ど 18 分野で事業を実施した。 

起業・創業・事業承継支援では、兵庫県と協同で起業プラザひょうご姫路を運営し、経験豊富なコーディネ

ーターによる助言支援やピッチイベント等の開催を通じて播磨圏域の創業機運の醸成を図っている。また、イノ

ベーションを加速する産学金官民の交流推進では、ビジネスマッチング事業として「企業・大学・学生マッチング 

in HIMEJI」を開催し、播磨圏域の企業と大学との連携強化によるイノベーションの促進や、学生と地元企業

とのつながりづくりを推進している。 

「播磨地域ブランド」の確立では、その地域ならではの特性を持つ農産物や食品を、国がブランド化し、保護

する制度である酒類の地理的表示（GI）に「はりま」が指定されたことを受け、播磨地域の酒蔵が生産した

「一定の基準を満たした品質」の日本酒を『GI はりま』として、国内外に PR している。また、「醸す造る播磨」の

オフィシャル WEB サイトを運用し、播磨の醸造文化の紹介や、圏域各市町のふるさと納税サイトへの誘導も行

っている。 

 

ṞỘФжЃϋϡΞέ  

 

GIψϤϘ 
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また、広域観光の推進では、播磨圏域での広域観光パンフレットを作成して、「歴史×体験」、「地産グルメ

×名産品」といったテーマ別に、圏域内の魅力的な観光資源の発信を行っているほか、観光ウェブサイト「はりま

路をゆく」の運営や、様々な観光キャンペーンの実施を通じて、圏域の滞在型観光を推進している。 

 

ῲӽḢΊОрТйАЕ 

播磨圏域の情報発信では、播磨圏域の歴史、文化、地域資源を紹介する「はりま読本-播磨の 8 市 8 町

を学ぶ-」を作成し、圏域内の小学 6 年生全員に毎年配布している他、連携中枢都市圏の取組の認知度向

上、移住定住の取組推進を目的とした播磨圏域 PR 動画を作成し、放映を行っている。 

 

 

ψϤϘ  

一方で、ものづくり支援事業や起業・創業・事業承継支援などでは、セミナー受講者の参加状況を各市町

にフィードバックする情報連携体制の強化が課題となっているほか、「播磨地域ブランド」の確立では、各市町の

生産物や課題が異なるため、共通の取組として実施することが困難といった課題がある。また、広域観光の推

進では、新型コロナウイルス感染症の影響により実施予定の事業が展開できなかった経緯もある。 

第 3 期ビジョンでは、事業の統合による連携の効率化や、デジタル技術を活用し、市町間の連携をさらに強

化することで、播磨圏域全体の経済成長に資する取組を進めていくことが求められる。 
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(2) 高次の都市機能の集積・強化 

高次の都市機能の集積・強化では、姫路駅周辺整備事業の推進など 6 分野で事業を実施した。 

姫路駅周辺整備事業の推進は、播磨の玄関口である姫路駅周辺を整備し魅力ある都市空間を形成す

ることによって、「播磨の顔づくり」を目標に“姫路の顔”としてふさわしい街区の形成を図ることを目的として事業

を実施している。姫路駅北駅前広場の整備が完了したことで、姫路駅周辺の利便性、景観は大きく向上して

おり、2021 年 9 月には「姫路市文化コンベンションセンター（アクリエひめじ）」、2022 年 5 月には兵庫県立

病院では最大規模となる「はりま姫路総合医療センター（はり姫）」がオープンしている。 

また、都市交通システムの整備推進では、2026 年の開業を目指し、手柄山 JR 新駅の整備が開始され

た。高い利便性を備えた同駅の整備、また、手柄山に整備を進める新たなスポーツ施設との相乗効果により、

都市機能の強化だけでなく、スポーツ分野において関係市町との連携強化が期待される。 

今後、デジタル技術を活用しつつ、これらの施設を有効活用することで、文化振興や圏域の魅力の創造、

連携事業の情報発信、観光事業、医療分野での連携などに大きな役割を果たし、圏域全体の活性化に貢

献することが期待されている。 

 

ׄ χϘκσϙ 

 

◕ ᴟЀрЦрЄдрЈрЌ˔ 

ˢϯϼзϵϋϛαˣ 

 

ψϤϘ ›Ӻ ЈрЌ˔ˢψϤ ˣ 
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(3) 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

生活関連機能サービスの向上分野では 32 分野で事業を実施した。 

救急搬送支援システムの広域化では、2021 年 10 月から中・西播磨地域において、救急隊と病院が患

者の受入可能状況などをリアルタイムで共有できる「HEARTS」システムの本格運用を開始した。受入医療機

関を広域的に確保し、救助隊が傷病者の分散搬送を行うことで、搬送困難症例等の解消や病院照会回数

の低減・平均救急現場滞在時間の短縮を図っている。 

 

Ẏẍ  ˯ЄІГЭˮHEARTSכ◦

広域連携バス路線網等の維持・形成では、買い物や通勤、雇用・就業支援などの課題を解決し、持続可

能な移動の仕組みを構築することを目的に、2021 年 4 月から姫路市と福崎町間でコミュニティバスの運行を

行っている。公共交通空白地域での移動手段の確保や JR 播但線との接続による二次交通の確保、工業団

地への通勤手段の確保などの効果により、2022 年度には利用者数が２万人を超え、地域住民の日常生活

を支えている。 

 

ЀЬвИГϰНІˮώΨϋϛ‹˯ 
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移住・定住の促進では、関係市町の移住・定住促進に係る情報を集約した移住・定住ガイドブック

「Welcome 播磨」を作成し、播磨の暮らしの魅力や移住・定住者へのインタビュー、各市町の支援メニューを

紹介している。また、各種 PR・相談会に出展し、情報提供を実施している。 

 

ӱ ʾ ϹϱЖУАϼˮWelcome ˯ρ ᵓϒχ  

公立夜間中学による就学の機会の提供では、2023 年４月に播磨地域で初の公立夜間中学「姫路市立

あかつき中学校」を開校し、圏域内の５市１町を含む合計２２名の新入生を迎えた。様々な理由で義務教

育を受けられなかった方や外国籍の方を対象として、義務教育を受ける機会を実質的に保障することで圏域

内の多様な学びの場の充実を図っており、開校以降も入学者や入学相談を受け入れている。 

 

◕ ΚΤνΦ ᶘ  

その他、図書館の相互利用促進では全国初となるマイナンバーカードの利用者証明用電子証明書を活用

した貸出サービスの実装、若年者等の就職支援では地域密着型就職支援サイト「ＪＯＢ播磨」を運営し、

播磨圏域の企業や求人、就職イベント、移住に関する情報等を発信している。 

一方で、個別の事業について、住民の生活圏と密接に関連する事業のため姫路市から距離がある市町にま

で連携効果を波及させることが難しいといった課題がある。 

第 3 期ビジョンでは、行政システムの共通基盤化や住民の利便性向上に資するデジタルサービスを提供する

等、生活関連機能サービスのさらなる向上に取り組む必要がある。 
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２ 播磨圏域の目指す姿 

(1) 目指すべき将来像 

我が国では全国的な出生数の減少が続き、既に総人口の減少局面が続いている。さらに、若年層を中心

に東京圏への一極集中に歯止めがかからず、合計特殊出生率が低い東京圏に全人口の３割が集中している。

このような状況は、均衡ある人口構成による地域の持続可能性を確保する観点からも大きな課題であり、人

口減少が続く播磨圏域においても対応が必要である。 

このため、播磨圏域において相当の規模と中核性を備え、東京の出生率を大きく上回っている姫路市と近

隣の市町は、対等な関係のもと独立的・主体的に連携し、播磨圏域連携中枢都市圏を構成している。圏域

各市町は、産業界、大学、金融機関などとも協力して、圏域全体の経済を活性化し、圏域の魅力を高めると

ともに、住民が安心して暮らすことができる圏域づくりを進めることにより、地方から大都市圏への人の流れを変

え、活力ある社会経済を維持するための拠点となることを目指している。 

今後も、播磨圏域連携中枢都市圏は、編纂 1,300 年を迎える播磨国風土記をはじめ、長い歴史の中で

培われた歴史文化、人々のたくましい生業（なりわい）、山海の自然に育まれた多彩な食文化など、様々な

地域資源に恵まれた「豊穣の地・播磨」に新たな種を「播」き、豊かな地域資源に「磨」きをかけ、「人口減少

社会でも光り輝く播磨圏域」を創造することにより、広域連携による地方創生のトップランナーを目指す。 

また、今後一層加速すると見込まれる人口減少・少子高齢社会への適応や、将来的に生じる変化・課題、

大規模な自然災害や感染症等のリスクにも的確に対応し、持続可能な形で行政サービスを提供していくため

には、デジタル技術の活用が必要不可欠である。播磨圏域連携中枢都市圏においてもデジタル技術を活用し

た取組を積極的に進めていくため、第３期ビジョンでは、圏域全体でデジタル技術を活用した DX を推進する

地方創生施策「スマート HARIMA」を旗印に掲げ、圏域経済の成長、住民サービスの向上、行政事務の効

率化に向けて取り組み、市域を超えた「ボーダレスな先進デジタル都市圏」を目指す。 

 

 

 

経済成長の分野では、播磨圏域で盛んな製造業において IoT や AI など先進技術の活用を促進すること

などを通じて圏域産業の活性化を実現し、SNS や様々な販売チャネルを活用した「播磨」の魅力発信、国の

インバウンド戦略を踏まえた外国人向け対応の環境整備などにより、地場産品や観光の付加価値向上を実

現することで、圏域経済の成長を加速させていく。 

また、住民サービスの側面では、暮らしの様々な局面でマイナンバーカードを活用するなど、住民の安全・安

心な暮らしを担保するほか、行政サービスのオンライン化による住民の利便性の向上に取り組む。 
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(2) 播磨圏域経済成長戦略 

① 播磨圏域の現状 

播磨圏域は、人口約 127 万人を数え、製造業を中心にひとつの県に相当するほどの経済規模を有してい

るほか、多様な地場産品、姫路城をはじめとする魅力的な観光資源を有している。一方で、他の地域と同様

人口が減少局面に入っており、基幹産業である製造業の担い手不足や産業構造の変化、若年層の都市部

への流出等の課題も顕在化している。 

テクノロジーの発展、インバウンドの拡大、新型コロナウイルス感染症を契機とした価値観の変化など外部環

境の変化に柔軟に対応し、先端技術への投資や働き方改革を進め、地域の特徴を活かしながら産業を発展

させ、魅力ある圏域づくりにつなげていく必要がある。 

図表 II-1 播磨圏域のSWOT分析 

 

② 国・県・姫路市の経済施策との整合 

播磨圏域経済成長戦略は、産学金官民によるラウンドテーブルを設置し、圏域全体の経済成長をけん引

する施策について検討・策定するものである。 

策定にあたっては、国の「成長戦略実行計画」、兵庫県の「ひょうご経済・雇用戦略」、連携中枢都市であ

る姫路市の「姫路市経済振興ビジョン」との整合を図るものとする。 

図表 II-2 上位・関連計画との整合 

 

プラス要因 マイナス要因

内
部
環
境

外
部
環
境

強み（Strength）

Â 約127万人の人口規模、都道府県別で18位に匹敵する
製造品出荷額

Â 旧播磨国としての歴史的、文化的、人的な繋がり

Â 製造業の企業集積と強固なネットワークの存在

Â 多彩な地場産品や農林水産物の存在

Â 姫路城をはじめとする魅力的な観光コンテンツの存在

機会（Opportunity）

Â 製造業のサプライチェーンを含む国内回帰の兆し

Â 働き方改革とデジタルトランスフォーメーション
（テレワーク、AI・IoTなど先端技術の活用）の進展

Â コロナ禍を契機とした価値観の変化による
都会から地方への人の流れ

Â インバウンドを含む観光需要の拡大

脅威（Threat）

Â 人口減少による「市場縮小」、「労働力減少」、
「後継者不足」

Â 若年層の三大都市圏への流出傾向

Â インフラの老朽化と維持管理コストの拡大

Â 自然災害の大規模化・激甚化

弱み（Weakness）

Â アジア諸国の追い上げや経済のグローバル化による
製造業の競争激化

Â 担い手不足による製造業の事業所数、従業者数の減少

Â 阪神間に比べ第三次産業が相対的に劣勢

Â 女性を中心とした第三次産業就業者の流出

Â 近隣に阪神地域があることによる姫路市の吸引力低下

播磨圏域経済成長戦略

姫路市経済振興ビジョン
ひょうご経済・雇用戦略

成長戦略実行計画

関連計画

整合
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③ 経済戦略 

圏域全体の経済成長をけん引するため、「ものづくり力の強化」「地域資源の魅力向上」「交流人口の増加」

という３つの戦略の方向性を示す。それに基づいて、「はりま・ものづくり力」の強化、「持続可能なはりま」の推

進、はりまの地域資源の魅力向上、「はりまグランドツーリズム」の展開、「魅せるはりま」MICE の推進という播

磨圏域の活性化の５つの柱に沿った施策・事業を展開していく。 

これらの播磨圏域の経済成長に向けた取り組みを展開する際には、「スマート HARIMA」を掲げ、デジタル

技術を活用した DX の推進を実現することにより、人口減少・高齢化社会でも持続可能な形態での圏域の活

性化を目指す。 

図表 II-3 経済戦略 

 

 

 

「持続可能なはりま」

の推進 
ʾ σ ∙χᶎ ʾӾ  
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(3) 中長期的な将来の人口目標 

播磨圏域の中長期的な将来の人口目標では、各市町の「人口ビジョン」における目指すべき人口の合計値

を上回ることを目指す。 

図表 II-4 播磨圏域各市町の目指すべき人口の合計値 

 
˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2015 ʺ2020 ˣʺ2024 Ⱳ τΣΪϥ ίӽ͔◕͔ χΩ χ ῢРЅдр 

図表 II-5 国立社会保障・人口問題研究所推計による推計人口 

 

˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2015 ʺ2020 ˣʺ⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ ὓ ῢ

ˢ 25ˢ2013ˣ ὓʺ 5ˢ2023ˣ ὓˣ˯ 

図表 II-6 目指すべき人口と推計人口の比較 

 

2015 2020 2030 2040 2050 2060
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III 播磨圏域を取り巻く環境 

１ 人口 

(1) 将来推計人口 

播磨圏域の総人口は 2020 年時点で約 127.3 万人となっており、今後も減少トレンドが続き、2050 年

には約 95.8 万人まで減少することが推計されている。 

年齢 3 区分別人口では、年少人口及び生産年齢人口は今後も減少が続く一方で、老年人口は増加傾

向にあり、2050 年には総人口の 39.7％を老年人口が占めると推計されている。 

播磨圏域の若年男女（20～39 歳）人口は、2020 年では約 25 万人となっているが、2040 年には 20

万人を下回り、2050 年には約 16 万人になると推計されている。若年男女が減少することで、働き手の減少

や婚姻数・出生数の減少が今後ますます深刻化していくことが予測される。 

図表 III-1 播磨圏域の年齢3区分別人口の推移と推計 

 
˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2010 ʺ2015 ʺ2020 ˣʺ⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ

ὓ ῢˢ 5ˢ2023ˣ ὓˣ˯ 

図表 III-2 播磨圏域の若年男女人口の推移と推計 

  

˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2010 ʺ2015 ʺ2020 ˣʺˮ⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ

ὓ ῢˢ 5ˢ2023ˣ ὓ˯ 
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(2) 人口移動 

① 人口動態 

播磨圏域では、自然増減の減少幅が年々拡大しており、2023 年には年間で 8,488 人の減少となってい

る。一方で、社会増減については、2017年の転出超過4,149人をピークに緩やかな減少傾向にあり、2023

年には 2,263 人の転出超過であった。 

図表 III-3 自然増減・社会増減の推移 

 

˲ ᵓזּ˳ ᾚτνΜοψʺ ӱ χϙϬיּ ὓΰοΜϥʻ 

˲ ˳ῡ ˮ ῢ ₰˯ˢ2010 ˙2022 ˣʺ ˮ ṁ ῢӱ ⁮˯ˢ2010 ˙

2022 ˣ 

 

② 自然増減 

2015 年と 2023 年の 2 時点で出生数から死亡数を減じた自然増減について比較を行った。2015 年時

点では自然増であった播磨町、太子町を含む全市町において、2023 年実績では自然減となっている。また、

いずれの市町においても 2023 年にかけて自然減が拡大している。 

図表 III-4 市町別の自然増減 
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③ 社会増減 

年齢階層別の社会増減に着目すると、進学や就職の節目となる 20 歳～24 歳の転出超過が最も大きく、

次いで 25～29 歳の転出超過が大きい。2015 年と 2023 年の 2 時点比較では、若年層の転出状況はや

や転出超過が拡大傾向にあるのに対して、30 歳代以上やその子供世代である 0 歳～14 歳では、転入超過

が縮小または転入超過に転じている。そのため、転出超過総数は 3,824 人から 2,263 人へ減少している。 

相手地域別の社会増減に着目すると、関東や大阪府、神戸市に対して転出超過が大きく、中国、四国、

九州・沖縄からは転入超過となっている。時系列では 2017 年をピークに転出超過は減少傾向にあり、明石

市への転出超過が減少しているほか、その他兵庫県に対しては転出超過から転入超過へと推移している。 

図表 III-5 年齢層別の転出超過 

 

˲ ˳ ӱ χϙϬיּ ὓΰοΜϥʻ 

˲ ˳ ˮ ṁ ῢӱ ⁮˯ˢ2015 ʺ2023 ˣ 

図表 III-6 相手地域別転入超過 
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④ 通勤・通学による移動 

通勤・通学による流入・流出状況では、播磨圏域全体で 38,128 人の流出超過となっている。流入者数

については、明石市が 17,564 人と最大で流入者の 33.4％を占め、次いで神戸市が 15,712 人で 29.8％

となっている。流出者数については、神戸市が 36,173 人と最大で流出者の 39.8％を占め、次いで明石市が

18,754 人で 20.7％となっている。流入・流出とも神戸市、明石市で全体の約 6 割を占めている。 

姫路市への通勤通学割合では、たつの市、太子町、市川町、福崎町では 20％以上が姫路市に通勤通

学している。次いで、高砂市、宍粟市、相生市、神河町、上郡町からは 10％以上 20%未満が、加古川市、

加西市、赤穂市、佐用町からは 5％以上 10％未満が姫路に通勤通学している。他方稲美町、播磨町は

5％未満となっており、神戸市や明石市への通勤通学割合が高い。 

図表 III-7 通勤・通学による流入・流出者数の地域別構成割合 

 
˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2020 ˣ 

図表 III-8 姫路市への通勤通学割合 
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２ 経済 

(1) 産業 

① 産業構造 

2021 年の播磨圏域の事業所数は、2009 年比 14.6％減少の約 5.1 万事業所となっている。2009 年

からの推移を見ると、2014 年に増加に転じたものの、その後は再び減少傾向にあり、全国においても同様の傾

向となっている。2021 年の播磨圏域の従業者数は、2009 年比 1.8％増加の約 57.7 万人となり、全国同

様、増加傾向となっている。 

播磨圏域の産業別売上高では、2021 年時点で製造業が約 6 兆円で 42.7％を占めており、全国の製

造業比率 19.4％、兵庫県の製造業比率 30.6％と比較して高い割合となっている。2012 年から 2021 年

にかけて、全国、兵庫県のトレンドとして製造業の構成比率が減少しており、播磨圏域でも同様に製造業比

率が減少している。 

図表 III-9 播磨圏域の事業所数・従業者数推移 

＜事業所数＞ 

 

＜従業者数＞ 
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ˢ2012 ʺ2016 ʺ2021 ˣ 

図表 III-10 産業分類別売上高と構成比 
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② 経済循環 

播磨圏域の経済循環を域内総生産(GDP)の 3 つの側面（生産、分配、支出）から概観する。 

生産面については、2020 年の GDP は名目で 5 兆 5,612 億円となった。構成比では第 1 次産業が

0.5％、第 2 次産業が 40.5％、第 3 次産業が 59.0％となっている。 

分配面について域外との所得の出入りをみると、雇用者所得については域外で勤務する圏域住民が持ち帰

る所得が、播磨圏域で勤務する域外居住者が持ち出す所得を上回っており、雇用者所得は約 1,927 億円

流入している。一方で、その他の所得(財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助金等)は合計で

約 3,152 億円流出している。 

支出面についても同様に域外との出入りをみると、民間消費については域外居住者が播磨圏域内で消費

した消費額が、圏域住民が播磨圏域外で消費した消費額を上回っており、民間消費は圏域外から 159 億

円流入している。民間投資とその他の支出(「政府支出」+「域内産業の移輸出-移輸入」)についても、それぞ

れ圏域外から 887 億円と 180 億円流入となっている。 

図表 III-11 播磨圏域の経済循環 
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③ 労働力率 

2020 年において播磨圏域では、全国に比較して全体的に労働力率が低い傾向がある。特に女性は全年

齢層で全国を下回っているほか、65 歳以上の労働力率は男女とも全国より低い水準となっている。 

図表 III-12 年齢層別男女別労働力率 

＜全国＞ 

 

＜播磨圏域＞ 

 

˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2020 ˣ 

(2) 農林漁業 

① 経営体数 

農業経営体数は減少傾向にあり、2020 年で 10,341 経営体と 2010 年から 43.6％減少している。全

国でも同様の減少傾向が見られるが、播磨圏域と比較し減少幅は若干小さい。林業経営体数は全国的に

大幅な減少傾向にあり、播磨圏域においても 2010 年の 1,092 経営体から 2020 年には 197 経営体と、

82.0％減少している。漁業経営体数は全国的に減少傾向にある。播磨圏域では 2018 年に 742 経営体

となっており、2013 年から 4.2％減少にとどまっているため、全国平均よりは減少率が低い。 

図表 III-13経営体数の推移 

＜農業＞ 

 

＜林業＞ 

 

＜漁業＞ 
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② 産出額・生産量 

播磨圏域の農業産出額は2020 年から増加傾向にある。産出額では米が最も大きく、次いで鶏（鶏卵除

く）、野菜、肉用牛、鶏卵の順となっている。 

図表 III-14 農業産出額の推移 

 

˲ ˳ ▀ ˮ◕ Ộ▀ ᶛˢ ὓˣ˯ˢ2014 ˙2022 ˣ 

 

播磨圏域の林業の素材生産量は、2018 年～2021 年にかけて 130,000 ㎥程度と横ばいで推移してい

たが、2022 年には約 175,000 ㎥と大きく増加している。内訳では、針葉樹が素材生産量のほとんどを占め

ており、2022 年には、針葉樹 174,789 ㎥に対して、広葉樹は 366 ㎥となっている。 

図表 III-15 素材生産量の推移 
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播磨圏域の海面漁業漁獲量は、2014年以降増加傾向にあったが、2016年の19,257tをピークとして、

2017 年以降は急激に減少している。背景には、2017 年以降のいかなご漁の記録的な不漁がある。漁獲量

の内訳では、2018 年時点ではいわし類が 5,897t で最も大きく、次いであじ類の 1,749t、いかなごの 909t

と続いている。 

図表 III-16 海面漁業漁獲量の推移 
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(3) 観光 

播磨圏域の観光客数・観光消費額は、姫路城グランドオープン後の 2015 年度に観光客数 2,433 万人、

観光消費額 2,192 億円でピークを記録したが、その後は横ばいで推移している。2020 年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響により観光産業が大きな打撃を受け、観光客数・観光消費額とも前年度からほぼ半減し

た。2021 年度以降は回復基調にあり、2022 年度は観光客数 1,700 万人、観光消費額 1,902 億円と

なっている。 

図表 III-17 播磨圏域の観光客数の推移 

 
˲ ˳ ᾫᾉˮ◕Ỹ ︠ ὓ◙ ˯ˢ2015 ˙2024 ˣ 

 

図表 III-18 播磨圏域の観光消費額の推移 
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３ 都市機能・生活関連機能 

(1) 医療・介護 

① 救急搬送人員 

播磨圏域の救急搬送人員は、2020 年の実績値では 52,081 人となっているが、今後は人口減少に伴っ

て救急搬送人も緩やかに減少していくと推計されており、2035 年には 5 万人を下回り、2050 年には約 4.4

万人になるとされている。 

図表 III-19 救急搬送人員の推移と推計 
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② 医療・介護需要 

播磨圏域の医療需要は、2020 年を 100 とした指数で、2025 年にはピークの 102 となって、現在よりも

やや逼迫するが、2035 年には現在の需要を割り込んで 99 となり、その後は減少していくと推計されている。他

方で、介護需要は今後急速に拡大し、2030 年には 119 となって、現在から 2 割程度増加することになる。

その後2045年頃までは一時的に低下するが、2050年には再び増加に転じて121になると推計されている。 

図表 III-20 医療需要・介護需要の推計（2020年＝100とした指数） 
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③ 医療機関・介護施設 

播磨圏域の拠点病院や救急医療体制は姫路市を中心に整備されている。 

姫路市では、播磨圏域において高度専門・急性期医療を提供する中核的な総合病院として、2022 年 5

月に「はりま姫路総合医療センター（はり姫）」を開院している。地域医療の体制整備を進めている姫路市内

の 2 つの基幹病院を統合再編して作られた兵庫県西半分で最大規模の医療センターであり、高度専門医療、

救命救急医療に加えて、医療人材の育成にも取組んでいる。 

図表 III-21 拠点病院・救急医療体制 
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図表 III-22 医療機関・介護施設 
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拠点病院

　三次救急医療機関 1 1 2

　周産期母子医療センター 1 1 2

　がん診療連携拠点病院 3 2 1 6

　災害拠点病院 3 1 1 5

救急医療体制

　初期救急医療機関 1 1 1 3

　二次救急医療機関 18 3 4 2 2 1 1 5 1 1 1 2 41
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医療機関

　歯科を除く 415 21 181 39 64 29 29 45 20 24 6 20 8 24 10 13 948

　歯科 283 14 121 21 39 18 14 28 14 14 3 10 4 14 6 4 607

介護施設 111 14 57 12 16 13 10 19 4 4 2 5 6 7 4 9 293
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(2) 都市基盤・交通 

① 交通発生量 

播磨圏域の交通発生量は人口減少に伴い 2020 年の約 252 万トリップ/日から 2050 年には約 190 万

トリップ/日へと減少すると推計されている。公共交通である鉄道や路線バスの減便など、運行体制の見直しが

行われる可能性があり、圏域で連携しながら計画的な体制構築を実施していく必要がある。 

また交通手段別の交通発生量については、生産年齢人口の減少に伴い輸送需要の縮小が見込まれること

からいずれの交通手段においても交通発生量が減少すると推計されている。 

図表 III-23 総交通発生量の推計 

 
˲ ˳ЕзАФρψʺˮ ΥΚϥ ˢ Ỡʾ Μ σςˣϬⱱμοʺΚϥ ΤϣΚϥ Ϙπӱ βϥάρ˯Ϭ◙βʻ 

˲ ˳ ˮ⁯ ₰˯ˢ2015 ʺ2020 ˣʺ⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ ὓ ῢ

ˢ 5ˢ2023ˣ ὓ˯ʺẰ∫ ◕ίῖ ὓᵊẸṳᵓˮ ͒ᵕ( 3 )ựṕίО˔ЊрЕзАФ

₰Ὣᴮ˯ 

 

図表 III-24 代表交通手段別の交通発生量の推計 
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ˢ 5ˢ2023ˣ ὓ˯ʺẰ∫ ◕ίῖ ὓᵊẸṳᵓˮ ͒ᵕ( 3 )ựṕίО˔ЊрЕзАФ

₰Ὣᴮ˯ 
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② 主要駅の利用状況 

圏域各市町、事業者毎に最も利用が多い駅の 1 日あたりの乗降人数を整理した。このうち、播磨圏域にお

いて最も乗降人数が多い姫路駅では、播磨の玄関口として魅力ある都市空間づくりを実施する観点から、北

側駅前広場等を中心とするエントランスゾーンの管理及び圏域の住民や観光客が集う「賑わい・憩いの空間」

としての活用促進、南側の環境整備（美装化と防災機能の向上）、周辺の土地区画整理事業が進められ

ている。 

図表 III-25 主要駅の利用状況 

 
˲ ͍˳ ḅ ϬḯϚʻ 

˲ ͎˳₪ ׄψͧ͟ ρ ╣ЈϼЌ˔ χ›▄πΚϥʻ 

˲ ˳⁯ ῖ ˮ⁯  ׄ ‭ẁ ˯ˢ2023 ˣ 

 

③ 文化・スポーツ・教育施設 

図表 III-26 子育て・教育施設 

 
˲ ˳ ᾫᾉˮ◕Ỹ ︠ ὓ◙ ͒ (R5.4.1)˯  

ˢ ӡʿ ˣ

◕

◕  (*1) 91,574 ╦ 21,017

◕  (*1) 7,706

ᴥᾥ ◕ ᴥᾥ 42,766 6,607

◕ 6,876

‰₳◕ 16,036 ‛ӻ 7,720

ᴥ ◕ 425

θνχ◕ 3,968

╦ 24,530 3,310

◕ Ḗ 1,328

≤ ≤ 2,890

Ἤ Ἤ 4,600 Ἤ 290

₪ ₪ (*2) 1,060 ₪ (*2) ˔

ͧ͟ ╦ ╣ЈϼЌ˔
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子育て・教育施設

　保育所 31 5 26 7 4 1 9 8 3 1 1 2 3 1 5 107

　幼稚園 40 7 18 11 1 4 5 2 3 4 1 96

　幼保連携型認定こども園 71 1 22 15 10 6 19 1 4 2 6 4 2 163

　小学校 66 7 28 10 10 11 11 17 5 4 4 4 3 4 3 4 191

　中学校 38 3 12 5 7 4 7 6 2 2 1 2 1 2 2 4 98

　高等学校 22 2 6 1 4 2 3 2 1 1 1 1 1 1 2 1 51
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図表 III-27 文化・スポーツ施設 

 

(3) 高等教育・研究機関 

播磨圏域には高度教育機関・研究機関が集積している。播磨科学公園都市には、国立研究開発法人

理化学研究所が運営する世界最高性能の大型放射光施設 SPring-8 や兵庫県立大学高度産業科学技

術研究所が運営するニュースバル放射光施設が存在しており、国内外の産学官の研究者等の共同利用によ

り、ナノテクノロジー、バイオテクノロジー・産業利用等の幅広い研究が実施されている。 

図表 III-28 高度教育機関・研究機関 
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大学 3 1 1 1 1 7

大学院 3 1 1 1 6

短期大学 1 1 2

公設研究機関 3 1 1 1 2 4 12

民間研究機関 61 5 11 6 5 5 1 12 4 1 1 4 116
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IV 将来像の実現に向けた具体的取組 

１ 施策体系・連携協約の成果指標 

第 3 期ビジョンにおける施策体系と連携協約に対応する成果指標（Key Performance Indicator（以

下、「KPI」という。））を整理している。 
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本ビジョンに位置付けられた事業の成果を検証するため、第 3 期ビジョンの分野、連携協約に成果指標

（KPI）を設定する。成果指標（KPI）の設定にあたり、他の圏域との比較も可能にするため、全国共通の

基準で調査された政府統計を主に用いる。なお、取組ごとにも個別の成果指標（KPI）を設定し、進捗管理

を行うとともに、毎年度事業の見直しに活用する。 

  ₒ☻ⱴכ♩HARIMAx -♦☺♃ꜟ ─ -  
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２ 具体的取組の成果指標 

本ビジョンに位置付けられた事業の進捗管理及び毎年度の事業の見直しを行うための、具体的取組の成

果指標（KPI）を設定する。 

(1) 圏域全体の経済成長のけん引 
ἇ ︡  ᴮ◙ ˢKPIˣ 

͍ ίӽὊↄ χ  ˕ 

͎ ϜχξΨϤḼỘχ▀ỘϱЛЦ˔Є

дрϒχ◦כ 

ʾДЅЌиᴟ ЈЬЗ˔χ╥ᴥּי  

ʾϜχξΨϤ ΰ ЈЬЗ˔ᶨ ḼỘ  

ʾ▀ᶘῖ Υᵫ℗βϥ ᶘᾆẕ ᵓϒχ╥ᴥּי  

ʾḼỘρᶘ χЫАЎрϽⱧỘϒχ╥ᴥḼỘ  

͏ ḼỘχᶨ ᴟρⱱ ◦

 כ

ʾ ϜχξΨϤ◦כЈрЌ˔χ Ὧ  

ʾДЅЌиᴟ ЈЬЗ˔χ╥ᴥּי  

ʾᵤᵰ ᵫ◦כʾ ⱧỘᶨ ḼỘ  

͐ ṞỘʾ ỘʾⱧỘ Ὃ◦כ 
ʾⱧỘτϢϤ Ộΰθ  

ʾⱧỘτϢϤⱧỘ ὋΰθḼỘ  

͑ ∙χᶎ ʾӾ  כ◦
ʾ ΰέρ◦כЈрЌ˔ χיּ יּ  

ʾ› ᵓχ╥ᴥּי  

͒ ḼỘ χ  ʾᶆ◕ χḼỘ Ϭᶨ ΰθḼỘχ Ὧ  

͓ ▀ ʾ ▀ χ‰ ᴥᴣ ᴟχ

 
ʾ ▀ ʺ ▀ χ Ч˔Ѕχא  

͔ ▀ ʾ ▀ χ ᵫ ʾⱧỘᶨ כ◦ ḼỘ ˢ◦כⱧỘˣ 

͕ Ῥ ὀχ  ʾ Ộּיρ ῬỘּיχЫАЎрϽᵓϒχ╥ᴥⱧỘּי  

10 σῲӽḢΊχ  ˕ 

11 ϱрНϳрЖḢΊχ  ʾ χᵰ⁯ יּ  

12 ṛ ẁϱЦрЕʾMICEπχ

ὀ 

ʾ ṛ ẁϱЦрЕτϢϥḢΊ ₅ẁ  

ʾ͚͘͢͞χ ᵕ  

13 ίӽχ  ʾᶆ SNSχТ϶км˔  

 

(2) 高次の都市機能の集積・強化 
ἇ ︡  ᴮ◙ ˢKPIx 

14 ‰ σӺ Ђ˔РІχ ằ 
ʾ Ẏẍיּ ₉ Ὧ  

ʾẎẍ ₉ Ὧ ˢ ⱪˣ 

15 ׄ ⱧỘχ  ʾׄ ệ  

16 ◕ῖ ЄІГЭχ  ʾׄ ệ  

17 ◕ ᶘẉό ὀ ᶘ◦כ ʾᾆẕ ᴂ Ὧ  

 

(3) 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 
ἇ ︡  ᴮ◙  

18 ὲӺ Ђ˔РІχếᴟ 

ʾΥϭᾁ ˢ Υϭˣ 

ʾ10 θϤχӺ Ṑḩ ⱧӺ◖  

ʾ̌7119χ Ὧ  

ʾẎẍ ₉  

19 ῇᾋ χ ẉἴ  ʾᾂ ῐТ϶˔жЭϒχίӽ χ╥ᴥּי  

20 ІЪ˔Бχ ọ 
ʾϋϛαІЪ˔БЀЬАЄдрШ˔ЭЧ˔ЅτϢϥίӽ І

Ъ˔БϱЦрЕ χ Ὧ  
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ἇ ︡  ᴮ◙ ˢKPIˣ 

21 ᴟὛ ᶨ χ  ʾ ὀϱЦрЕϒχ יּ  

22 ῝ ḧ ᶘτϢϥ ᶘχṐᵓχ

ằ 
ʾίӽ◕ ∕ χ  

23 Ḭ χ ῀  ʾςϭΩϤϸ˔Жχ יּ  

24 Ḭχ ῀  
ʾ ῀ ṛ יּ  

ʾЫϱЗрН˔ϸ˔ЖτϢϥ Υᴦ σ◕  

25 ◕ Ặ ╥ᵊ ЈрЌ˔

ˮΚΜϛμδ˯χ  
ʾ ◕ Ặ ╥ᵊ ЈрЌ˔  

26 ◕◕ ᶨ ʾЩжрГϰϯЂЪ

˔ЕЈрЌ˔χ  
ʾ ὀⱧỘϒχίӽ χ╥ᴥּי ˢ ḧטϓˣ 

27 ỏ Ɫ ДЅЌиϯ˔ϸϱУχ֫

ְ 
ʾἿ∏Ɫ  

28 ˢ™Ἷˣ ∙χᶎ ʾӾ No5ˮ̞ כ◦ ∙χᶎ ʾӾ ρ˯כ◦  

29 ӽ ẉό∕ ᵰ⁯ χῖ

 
˕ 

30 ꜛ ←ᵲ ├ ʾ ⱢʾἩ ⱢṐ∙ χ Ặ ᵕ  

31 χ ὀʾẸ χ  
ʾẎẍ ₉  

ʾ ᴲḚ „יּ χϷржϱр יּ„  

32 ḕẽӪ꜡χἴ  ʾᴦ έϙ  

33 ῲӽ ὀНІ χӲⱱʾἹ  ˕ 

34 ꜛⱵ DXχ  ʾẶ π︡Ϥ ϭιДЅЌиᴟʾDXḩ ⱧỘ  

35 ͧ͟╦ ʺͧ͟ ʺͧ͟

χ  

ʾͧ͟╦ ˢ ϬḯϚˣʺͧ͟ ʺͧ͟

χ כּ Ԍ 

̞JR╦ ʿ ╦ׄΤϣ ἬׄϘπʺ ׄΤϣ  

ׄϘπ 

̞JR ʿ ‰ᴎׄΤϣ ὮׄϘπ 

̞JR ʿẰῢׄΤϣ ׄϘπ 

36 ᵤ ӽ χ  ˕ 

37 ▀ χ  ˕ 

38 ӱ ʾ χ  ʾ ᾫᾉӱ ⱧỘχӱכ◦ Ỳ◦ẚὯכ◦  

39 ḩἰ◕ ρχ ∙Ӿ ʾῖ  ˕ 

40 ᴟ∞ χיּ ὀ χ   ˕ 

41 ῝Ặ☼ ЫКЅЮрЕχ  ʾ› ᵓ ᵕ☼ם  

42 ᾂ ẉό Ỹ χᶨ

 
˕ 

43 Ԍᾆ ⱧỘ 

ʾ ꜛⱵᾆ Ẹṳᵓχᵫ℗„℅  

ʾ ꜛⱵᾆ Ẹṳᵓχᾆ יּ„ ˢίӽ◕ χ τיּ„
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44 θσ ὀⱧỘχᾁ  ʾ ԌτϢϥ ӛ ˢ ԌΰΪϯрϾ˔Еˣ 
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３ 具体的取組 

(1) 圏域全体の経済成長のけん引 

① 産学金官民一体となった経済戦略の策定、国の成長戦略実施のための体制整備 

１ 播磨圏域経済成長戦略の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ίӽ χḼỘʺ ᶘʺᾆẕṐḩʺỲ Ṑḩẉό ῝Ặ π  βϥ ίӽ ᵓṳχᵫ

℗Ϟίӽχ ӽὊↄ ḕχ τΰΪθ ₰ʾᾆẕϬ ΰοʺίӽχὊↄ χ├ ẉόТ϶к

˔ϯАФϬ“Ξʻ 

連携効果 
▀ᶘỲḂ Υԁ ρσϤʺ ίӽχὊↄ τḩΰοӪᾋῖḊ Ϭ“Ξάρπⱱ σὊↄ

χ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

957     957 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ᵓṳχ︠℗ʺ ◕ίРЅдрχ├ ʺ ẉό Ḛ ʺӽὊↄ ḕχ τΰΪθ☼├χ ₰ʾᾆ

ẕτἰϥⱧ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ᵓṳτ╥ᴥΰʺ ◕ίРЅдрχ├ ʺ ẉό Ḛ ʺ ӽὊↄ ḕχ τΰΪθ☼├χ ₰ʾ

ᾆẕτẸ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ᵓṳʾ ₰ʾᾆẕ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ ὀ◕ πẸṳΰὨ βϥʻ 
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② 産業クラスターの形成、イノベーションの実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を核

とした戦略産業の育成 

２ ものづくり企業の産業イノベーションへの支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ χϜχξΨϤḼỘχ▀ỘϱЛЦ˔ЄдрϬ◦כβϥρρϜτ ί̋ӽ ᵰχ▀ᶘỲḂ χῖ Ϟ

‰ σᾆẕᵫ Ṑ χᶨ Ϭ ΰʺ ▀ỘϬ βϥʻ 

連携効果 

▀ʾỘᵦχИ˔Їρ ᶘ χṪ Є˔Їχ ϙ›ϩδ χ▀ᶘ ὀτϢϥίӽ ▀ỘχϱЛЦ˔Єд

рϬ βϥάρπ ʺ Ṫ ʺ ∙χᵫ Υṍ πΦϥʻ 

ʾ ☼Ίבּ χᴬᶘṪ ṁ χ▀Ộ τϢϤ ʺ Ṫ ʺ ∙χᵫ Υṍ πΦϥʻ 

ʾ ӽχḼỘḧχ ὀs ▀▀ ὀˣ̋ ḼỘρ ᶘχ ὀs ▀ᶘ ὀ τxϢϥ ʺ Ṫ χᾆẕᵫ

Ϟᶘ ρίӽ χ ḼỘχЫАЎрϽτϢϥᾼ ᶎ Υṍ πΦϥʻ 

ʾ͙ͭχ τϢϤίӽ χ ḼỘχ ▀ ΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

6,345     6,345 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ḩἰṐḩρẶ πḼᵊβϥρρϜτʺⱧ ộρ ὀΰοᶆⱧỘχῲ Ϭ“ΞϕΤʺⱧỘ χ Ϭ“

Ξʻ 

連携市町 ᶆ◕ χḼỘϒχ ʾῲ ϞḼỘ χ ʺḼỘḧ ὀχ◦כ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘτἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤʺᶆ◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺ τᴂαο

ᶆ◕ Υ βϥʻ 
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３ 中小企業の活性化と持続的成長支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ϜχξΨϤ◦כЈрЌ˔Ϟ◦כṐḩσςϬ αοʺίӽ χ ḼỘϬ◦כβϥᶆ ⱧỘϬם

☼βϥϕΤʺᵤᵰ ᵫϒχ◦כϬ“Ξʻ 

連携効果 

ʾίӽ χ ḼỘτϢϥ ϜχξΨϤ◦כЈрЌ˔χ Ϭ ϥρρϜτʺ ꜘᵓχᵫ℗◦

ʺכ σςτϢϥίӽכ◦ χ ḼỘϒχ◦כϬ ΰο ί̋ӽτΣΪϥḼỘχẵ χếᴟρ

θσ ᶈ Υṍ πΦϥʻ 

ʾ͙ͭχ τϢϤίӽ χ ḼỘχ ▀ ΰ Υṍ πΦϥʻ 

ʾίӽ χ ḼỘχᵤᵰ ᵫϞᵤᵰ︡ԏχ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

17,355     17,355 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ⱧỘϬḼᵊΰʺЈЬЗ˔χ︠℗ʺῲ σςʺⱧỘχם☼τνΜοӦ Ἰ Ϭ“ΜʺⱧỘχ ϬḚ

βϥʻϘθʺⱧ ộρ ὀΰʺᶆⱧỘχῲ Ϭ“ΞϕΤʺⱧỘ χ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 ⱧỘχ︡ ϞЈЬЗ˔χ τνΜοᶆ◕ χḼỘϒ ʾῲ ΰʺⱧỘχ τẸ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘτἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤ ᶆ̋◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺ τᴂαο

ᶆ◕ Υ βϥʻ 

 

４ 起業・創業・事業承継支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 ṞỘʾ ỘτΰΪθЈЬЗ˔χᵫ℗Ϟʺֿיּבϒχ ỘṐ֫χ ʺⱧỘ Ὃχ◦כτ︡Ϥ Ϛʻ  

連携効果 
ϢϤ ΨχṞỘʾ ỘϬᾁ ΰοΜϥ τ Ϭ βϥάρΥπΦʺίӽ πṞỘʾ ỘּיϬ Ϟ

βάρΥṍ πΦϥ Ϙ̒θ ί̋ӽ χ ḼỘχדᶪσⱧỘ ὋϞῇὋּיχӾ χ◦כΥṍ πΦϥ  ̒

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

44,923     44,923 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ◕ Ộ◦כⱧỘὓᵊτṁξΦʺᶆ Ộ◦כⱧỘϬם☼βϥʻ 

連携市町 
ᶆ ◕βϥρρϜτʺᶆ☼םⱧỘϬכ◦ χḼỘϒχ ʾῲ ϞḼỘ χ ʺḼỘḧ ὀχ◦

כ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ⱧỘˢ ỘІГ˔ЄдрʾṞỘФжЃϋϡΞέ ˣְ֫τἰϥ ψʺ ◕ΥḩἰṐḩρẶ π

βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤʺᶆ◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺ τᴂαο

ᶆ◕ Υ βϥʻ 
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５ 人材の確保・育成支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ίӽχϜχξΨϤ Ϭ◦Πϥ ∙Ϭᶎ βϥθϛ ḩ̋ἰṐḩρ ὀΰ ί̋ӽ χֿיּבΤϣ‰ Ϙπיּ

ῲΜ χ τνσΥϥᶆ βϥ☼םⱧỘϬכ◦ Ϙ̒θʺ ᾫᾉ ϜχξΨϤ ᶘ πם☼β

ϥ ỘἩ ϞֿיּבΰΪχϜχξΨϤ ᾓ ϬῲΨ βϥσςḼỘχ ∙Ӿ Ϭ◦כβϥʻ 

連携効果 

ʾ ◕ ϒχ ιΪπσΨʺ Ỡᴦ σ ὀ◕ ϒχ Ϭ◦כβϥάρπ יּבֿ̋ χ

ίӽ χ Υṍ πΦϥʻ 

ʾⱧỘχ ρσϥⱧỘּיϞẐ Ϭῲӽᴟיּ ᴅ̋ ᴟβϥάρπ Ϣ̋Ϥ Ψχ╥ᴥּיϬ ϥάρΥπ

ΦϥσςʺⱧỘ῟ᴮχΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

66,894     66,894 

活用する国県 

補助事業等 
ΰΜ Ὂↄʾ ᶨḕẽ ῖ Ỳ 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρχẸ τϢϥ ὀⱧỘχḼᵊʺם☼ʺϘθᶆ ⱧỘτΣΪϥ ὀ◕ ρχ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 ◕ρχẸ τϢϥ ὀⱧỘχḼᵊʺᶆ◕ ⱧỘּיʾẐ ϒχῲיּ ʾ ᶨ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘӦ ψʺ ◕Υ βϥʻ 

連携市町 
ᶆ◕ πχῲ ᶨ τἰϥ ψʺ ὀ◕ Υ βϥ Ϙ̒θ ᶆ̋◕ Υᾤ π› ᵓ χ

ⱧỘϬם☼βϥ ›ψʺᶆ◕ π βϥʻ 

 

６ 企業誘致の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ᶆ◕ χⱱν χẶ Ḽ̋Ộ ͥͧϱЦрЕϒχ ʺ χẶ τϢϥῲӽ σḼỘ

Ϭ“Μʺίӽ χ▀Ộ ọτὌΫϥʻ 

連携効果 
ὀ◕ ΥⱱνḼỘ ḕẽχếϙs ЪГрЄаиˣϬ›ϩδʺ ὀΰοḼỘ ᶨ Ϭ“Ξάρπ

῟ᴮ τ ίӽ ϒχḼỘ ϒνσΫϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,009     1,009 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ОрТйАЕχ⌠ Ḽ̋Ộ ͥͧϱЦрЕϒχ ʺͬ ͚͗τϢϥẶ χם☼τἰϥⱧ

Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ОрТйАЕ⌠ τ σᶆ◕ χ ằ Ḽ̋Ộ ͥͧϱЦрЕϒχ╥ᴥ Ḽ̋Ộϒχ τ

ἰϥⱧ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ОрТйАЕχ⌠ ẉόḼỘ ͥͧϱЦрЕϒχ Ỳτἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ᶆ◕ Υ ꜛτ“ΞϯрϾ˔Е ₰ϞḼỘ Ḽ̋Ộ ͥͧϱЦрЕϒχ╥ᴥ νΜοψʺ

ὀ◕ Υ βϥʻ 
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③ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

７ 地場産品・特産品の高付加価値化の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 ▀ Ϭψαϛρβϥίӽ χ ▀ ʾ ▀ χ Ϟ ᴥᴣ χΰ Ϭ ◙βʻ 

連携効果 
ʾ ▀ Ϭḯϛθ ▀ ʺ ▀ Ϭͥͧβϥάρπʺ ӽχ ΰ Υṍ πΦϥʻ 

ʾ χ ▀ Ϟ ▀ χ ΰ Ϟ ᶈ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

19,407     19,407 

活用する国県

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘϬḼᵊˢם☼ˣΰʺᵓṳχ︠℗ʺPRσςʺⱧỘχם☼τνΜοӦ Ἰ χⱧ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ᶆ◕ χⱱν χ ằ ᶆ̋◕ χḩἰּיʾḩἰ ϒχῲ ʾ τϢϤʺ ⱧỘχ τẸ

βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ◕χ ᶤ τἰϥ τνΜοψʺ ◕Υ βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤʺᶆ◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺ τᴂα

οᶆ◕ Υ βϥʻ 

 

８ 地場産品・特産品の販路開拓支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 χ ▀ ʾ ▀ Ϭίӽ ᵰπPRΰʺ ᶈ Ϭ ϥʻ 

連携効果 
χжϱрЗАФΥ τ ΠʺάϦϘπ ◕ πψ ᴦ πΚμθ ṛ σ ʾͥͧϱ

ЦрЕχᵫ℗Υᴦ ρσϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

3,878     3,878 

活用する国県

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχם☼τἰϥӦ Ἰ Ⱨ ẉόᵓṳχ︠℗ʺPRσςϬ“Ξʻ  

連携市町 ם☼ⱧỘτ βϥ╥ᵊⱧỘּיχ Ϟίӽ πχῲ τνΜο“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ṜṜ∏χⱧỘτνΜοψʺ ◕Υ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤʺᶆ◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺ τᴂαο

ᶆ◕ Υ βϥʻ 
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９ 農商工等連携の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
▀ χ ▀Ṫ χᾆẕϞẵ ếᴟτΰΪʺ ʾיּ▀ ῬỘּיʾ ᶘ ρχ Ῥ ὀϬ

βϥʻ 

連携効果 
Ῥ ὀτϢϤʺ ▀ χ ▀Ṫ χᾆẕϞẵ ếᴟτνσΥϥρρϜτʺṌ Ɫᾛχ

ᴥᴣ χΰ Ϟ ʾ πΚμθ ӽⱢᾛχᶨ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

3,050     3,050 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
Ῥ ὀχᶨ τḩΰοʺ ◕ χḩἰּיʾḩἰ τ ΰο ằβϥρρϜτʺ τ

ᴂαοζχ︡ Ϭ◦כβϥʻ 

連携市町 
Ῥ ὀχᶨ τḩΰο ᶆ̋◕ χḩἰּיʾḩἰ τ ΰο ằβϥρρϜτʺ τᴂ

αοζχ︡ Ϭ◦כβϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ◕χ ᶤ τἰϥ τνΜοψʺ ◕Υ βϥʻ 

連携市町 
ⱧỘχ τẸ βϥθϛχ χϕΤʺᶆ◕ Υ︡Ϥ Ϛḩ ⱧỘτἰϥ ψʺᶆ◕ Υ

βϥʻ 

 

  



 

 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン 

 

42 

④ 戦略的な広域観光の推進 

10 戦略的な広域観光の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ χ σḢΊ ∙Ϭ ΰʺῲӽḢΊи˔Еχᾆẕʾ Ϭ“ΞρρϜτʺ ίӽχḢΊЀ

рГрБϬ βϥάρπʺḢΊẁχ ẉό ∕ἷḢΊϬ βϥʻ 

連携効果 

ʾίӽᵰΤϣχӪᾋϬ︡ϤϘρϛ῟ᴮᾁ βϥάρπʺϢϤ ΚϥḢΊ ∙χ ἕτνσΥϥʻ 

ʾίӽ τΣΪϥḢΊẁχ ∕ χ ᴥϞᵕ χΰ σς Ϣ̋Ϥ῟ᴮ σ☼├χᾁ Υᴦ ρσ

ϥʻ 

ʾ ὀ◕ χḢΊ ∙Ϭ ϙ›ϩδϥάρτϢϤʺίӽχ θσ Ϭ βϥάρΥπΦϥʻ 

ʾḢΊẁτ ῲΜ Ϭ ằβϥάρπʺ χΰ Ϟ ∕ⱲḧʾṍḧΥט ήϦϥάρτϢϤʺ

ӽϒχὊↄ῟ᴮΥᾋ₅ϘϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

42,846     42,846 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ῲӽ σḢΊ ΰ ₰︣ χᾁ ʺῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕχ⌠ ʾְ֫ʺ

◕ḢΊӛ χְ֫ʾᶈ ʺ ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ḢΊ ΰ ₰︣ χᾁ ϒχẸ ʺḢΊ ∙ χ ἕʾ ẉόם χ ằʺḢΊӛ χְ֫ʺḩ

ἰ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р Ϭם☼βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

ῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕτἰϥὊ ʺḢΊӛ χְ֫ʾᶈ τἰϥὊ ʺ ὀ

◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р τἰϥὊ ζ̋χ ◕χ ᶤ τἰϥ Ϭ

βϥʻ 

連携市町 

ḢΊӛ χְ֫τἰϥὊ ʺḩἰ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р τἰϥὊ ʺζχ

ⱧỘχ τ βϥ χϕΤʺᶆ◕ Υם☼βϥḩ ⱧỘτἰϥ Ϭ τᴂαο β

ϥʻ 

 

11 インバウンド観光の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˵ ˵ ˓ ˓ ˓ ˵ ˓ ˓ 

取組概要 
ᵰ⁯ ḢΊẁχ χ Ϟʺu ᵰϒχ σḢΊ χ τϢϤ ᵰ̋⁯ ḢΊẁχ Ϭ

βϥʻ 

連携効果 
ʾᵰ⁯ ḢΊẁχ Υΰ βϥάρπʺᵰ⁯ ḢΊẁχ τνσΥϥʻ 

ʾ “ ᶛΥ ΦΜᵰ⁯ ḢΊẁϬ ẁβϥάρπʺ ӽὊↄϒχὊↄ῟ᴮΥṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

31,000     31,000 

活用する国県補

助事業等 
ᾓⱧỘ Ỳ 

役
割
分
担 

姫路市 
ῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕχ ᾠ῎ ᴂ Ḣ̋Ίӛ χְ֫ʾᶈ ‰̋ ᴥᴣ

“χם☼ʺ ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕχ ᾠ῎ ᴂ Ḣ̋Ί ∙χ ἕʾ ẉόם ằʺḢ

Ίӛ χְ֫ʺḩἰ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕτἰϥὊ ʺḢΊӛ χְ֫ʾᶈ τἰϥὊ ‰̋

ᴥᴣ “χם☼ʺ ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р τἰϥὊ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ḢΊӛ χְ֫τἰϥὊ ḩ̋ἰ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθḢΊϺарЧ˔р τἰϥὊ Ϭ

τᴂαο βϥʻ 
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12 大規模集客イベント・MICEでの連携 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˵ ˓ ˓ 

取組概要 

ῲӽ σ♪ Ϭ Ϥ₅ϭι ṛ ẁϱЦрЕϬᵫ℗ΰʺίӽ ᵰτΰΪθPRϞ ϦθḢΊẁτ

βϥίӽχḢΊⱢᾛʺ ▀ χ Ϭ βϥάρπʺ σϥῖ ῢχ ᴥϬ ϥρρϜτʺί

ӽ πMICEχ ʾ Ϭ βϥʻ 

連携効果 

ʾίӽ ᵰΤϣχ ẁτϢϤʺῖ ῢχήϣσϥ ᴥΥᾋ₅ϘϦʺḢΊ Ϟ ▀ χ χΰ

Υṍ πΦϥρρϜτʺ ӽὊↄϒχὊↄ῟ᴮΥᾋ₅ϘϦϥʻ 

ʾ͚͘͢͞χᵫ℗Ϭ αθ︠℗ּי ╥̋ᴥּי χ ◦ τϢϥᵫ℗ ӽϬ ρΰθ ΦσὊↄ ẉ

῟ᴮχϕΤʺ ◕χУжрЖ χΰ Υṍ πΦϥʻ 

РʾЅКІϞᾆẕ χίӽᵰ╥ᴥּיρίӽ ╥ᴥּיχ КАЕм˔ϼχἹ ʺ ꜡ʾ χẶ ʺ

θσРЅКІṐᵓχ ʺᴬᶘṪ χ ʾϱЛЦ˔Єдрχ τ Φσ῟ᴮΥṍ πΦϥ  ̒

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

148,377     148,377 

活用する国県 

補助事業等 
˔ 

役
割
分
担 

姫路市 

ʾ ṛ ẁϱЦрЕχᵫ℗ϞгИ˔ϼЦИв˔χᶨ τϢϤ ί̋ӽ χḢΊⱢᾛϞ ▀ χ

χ Ϭ“ΞϕΤʺ ὀ◕ ʾᶆ Υם☼βϥ ṛ ẁϱЦрЕτẸ βϥʻ 

ʾῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕχ⌠ ʾְ֫ʺ ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθMICE

ϺарЧ˔р Ϭ“Ξʻ 

連携市町 

ʾ ṛ ẁϱЦрЕϬᵫ℗ΰ ί̋ӽ χḢΊⱢᾛϞ ▀ χ χ Ϭ“ΞϕΤʺ ὀ◕ ʾ

ᶆ Υם☼βϥᶆ ṛ ẁϱЦрЕτẸ βϥʻ 

ʾMICE∙χ ằʺḢΊӛ χְ֫ʺḩἰ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθMICEϺарЧ˔р Ϭ“

Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

ṛ ẁϱЦрЕχᵫ℗τἰϥ ʺῲӽḢΊОрТйАЕẉόḢΊϳϴУЂϱЕτἰϥὊ ʺ

ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθMICEϺарЧ˔р τἰϥὊ σςʺ ◕χ ᶤ τἰϥ Ϭ

βϥʻ 

連携市町 
ṛ ẁϱЦрЕχᵫ℗τἰϥ ʺ ὀ◕ ʾᶆ ρ ὀΰθMICEϺарЧ˔р τἰϥ

Ὂ ʺζχ χḩ ⱧỘτἰϥ Ϭ τᴂαο βϥʻ 

 

⑤ その他、圏域全体の経済成長のけん引に係る施策 

13 播磨圏域の情報発信 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ᶆ◕ χῲ ⱠϞϳϴУЂϱЕ S̋NSχᶆ ῲ Ϭᶨ ΰ ί̋ӽχ Ϟ︡ τνΜο ί̋ӽ

ᵰϒχ Ϭ“Ξʻ 

連携効果 ὀ ◕ί  τṁξΨᶆⱧỘχ ΰ ʺϱЦрЕ ϒχ╥ᴥּיχ ᴥΥṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

15,447     15,447 

活用する国県

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ίӽ χ︡ τḩβϥ ẉόˮψϤϘ ˯χ ⌠ʺˮ ϜϤϤΛ˯χḚ ʺ ◕ίπχ

ʺPR ᵊχ ֳʺ θσ ⱧỘχᾁ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ίӽ χ︡ τḩβϥ χ ⌠ϒχẸ ʺḩ βϥ ὀ◕ χ︡ τḩβϥ χ ⌠ʺˮ ψϤ

Ϙ ˯χ ⌠ϒχẸ ʺPR ᵊχ ֳʺ θσ ⱧỘχᾁ ʾם☼ϒχẸ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ίӽ χ︡ τḩβϥ χ ⌠ʺˮ ψϤϘ ˯χ ⌠ẉό ʺϜϤϤΛχḚ ʺ ◕ίπ

χ ʺ ίӽPR ᵊχ ֳτἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ḩ βϥ︡ τḩβϥ χ ⌠ẉό ὀ◕ Υ ꜛτם☼βϥίӽχ τἰϥ Ϭ

βϥʻ 
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(2) 高次の都市機能の集積・強化 

① 高度な医療サービスの提供 

14 高度な医療サービスの提供 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

取組概要 
‰ π σӺ Ђ˔РІχ ằ Ϭếᴟβϥθϛ ╣̋ⱳẎẍӺ χᶎ Ϟ ⱪʾ ▀ṍẎ

ẍӺ χᶎ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 ‰ π σӺ Ђ˔РІχᶎ τϢϤʺίӽ χӗ πӗ σ ϣΰχᶎ Ϭ ϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

71,540     71,540 

活用する国県 

補助事業等 

ⱪᴬẎẍ ᴂ ԚἪ ְ֫ Ỳˢ2/3x 

ⱪᴬẎẍӺ ⱧỘכ◦ Ỳˢ2/3x 

役
割
分
担 

姫路市 ‰ σӺ Ђ˔РІχ ằ Ϭᶎ βϥʻ 

連携市町 ˕ 

費
用
負
担 

姫路市 ︡ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ˕ 

 

② 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の整備 

15 姫路駅周辺整備事業の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

取組概要 χᾜḩῢπΚϥ ׄ Ϭ ΰʺ Κϥ ἋḧϬἹ βϥʻ 

連携効果 ίӽχ τώήϩΰΜ ρᶨ ΚώϦϥẤ χἹ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

417,746     417,746 

活用する国県 

補助事業等 
ᵓⱢזּ ›ῖ Ỳˢ ◕  ™  ⱧỘˣכ◦

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 ˕ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘχ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ˕ 
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16 都市交通システムの整備促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

取組概要 
ׄχНзϯТз˔ᴟϞῖ Ὣ Ṑ χ τϢϤʺ̔̀ Ặῖ χ ḕẽϬᵠ βϥάρπʺί

ӽ χ χΰ Ϭ Ϥʺ σϥ῝Ặῖ χ ᶈ Ϭ βϥʻ 

連携効果 ῝Ặῖ χ ḕẽϬᵠ ΰʺῲӽ ῝Ặῖ χ Ϭם ϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

2,549,900     2,549,900 

活用する国県 

補助事業等 
ᵓⱢזּ ›ῖ Ỳʺ ←ʾӗ ῖ Ỳ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 ˕ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘχ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ˕ 
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③ 高等教育・研究開発の環境整備 

17 市内大学及び連携大学支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ 

取組概要 

◕ ᶘρ ίӽ ὀ ◕ίτΚϥḼỘρχẸ ᾆẕϞ ◕̋ ẉό ◕ρ ᶧ ὀẸ Ϭ Ὣ

ΰοΜϥ ᶘ χễԌʾᶘ χᾆẕϽи˔ФτϢϥ “̋ χ ├Ϟᴿ τνΜοχᾆẕᶨ τ

ΰο Ϭ“Ξʻ 

連携効果 
◕ χ ᶘρ ίӽτΚϥḼỘΥ ὀΰο“ΞẸ ᾆẕτ ΰο Ϭ“Ξάρπ Ḃ̋ ὀ

ρίӽ ḼỘχᾆẕᵫ Ϭ βϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

25,323     25,323 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 ˕ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘχ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ˕ 

 

(3) 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

① 生活機能の強化 

ア 地域医療 

18 保健医療サービスの強化 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 ὲӺ Ђ˔РІτḩβϥᴿ χẶ Ϭ“Μʺῲӽ σ ὲӺ χ ὀϬ ϥʻ 

連携効果 
Ӻ Ɫᾛχ ῟ᶨ Υ ϣϦϥρρϜτ ί̋ӽ χ Υ ựσράϧπӗ ΰο σӺל Ϭ Ϊ

ϣϦϥ ӽӺ χ τṄם βϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

489,420     489,420 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ ρσμο︡Ϥ Ϛʻζχ ʺ τᴂαο ὀ◕ ρẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 ◕ρ ὀʾẸ ΰʺ ⱧỘτẶ π︡Ϥ Ϛʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

ὀⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ ◕ρ ὀ◕ ΥẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 
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イ 福祉 

19 成年後見制度の普及啓発 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ὀ◕ π ῇᾋ◦כ τἰϥ ẉἴ Ϭ ϥθϛʺ ◕Υᵫ℗βϥᾂ ῐТ϶˔ж

Эʺ◕ ῇᾋ „℅ Ϭᶨ βϥʻ 

連携効果 ῇᾋ τνΜοίӽ χ ᵔ Ϭ ϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

10,271     10,271 

活用する国県 

補助事業等 
ῇᾋʾ◕ ῇᾋ ⱧỘכ◦ Ỳˢ3/4x 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
◕ρχ ʺ τẸ ΰʺ τ ΰʺᾂ ῐТ϶˔жЭϞ◕ ῇᾋ „℅ χ Ϭ

ϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

ᶆ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺᶆ◕ πẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 

 

ウ 教育・文化・スポーツ 

20 スポーツの振興 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ІЪ˔Бᶨ Ϭ αθὲῴχ ⱱʾ Ϟ ῖ Ϭ βϥθϛʺίӽ Υ ˑσІЪ˔Бτ

ϦϥṐᵓϬ βϥρρϜτ І̋Ъ˔БϱЦрЕ χίӽ ᵰϒχ Ϭếᴟβϥσς ӽḧῖ

Ϭ ΰʺίӽ χІЪ˔Бχ ọτ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 

ίӽτϢϥІϾ˔иЮзАЕϬᶨΤΰ ᶆ̋◕ Υ πψם☼πΦσΜІЪ˔БϱЦрЕ χᵫ℗Ϟ

ԁᾕ σ τϢϤʺ ӽḧῖ ῢʾḩἰ ῢχ ᴥσςʺІЪ˔БϬᶨ ΰθ ӽᶨ ᴟ

Ϭ ϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,819     1,819 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ τ ρσμο︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 ◕ρ ὀʾẸ ΰʺ ⱧỘχ τ ớ τ︡Ϥ Ϛʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ⱧỘχ τ σὊ Ϭ βϥʻ ὀ◕ ρ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ

ὀ◕ ρẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 
ὀ◕ Υ ꜛτ“ΞⱧỘχὊ ψʺ ὀ◕ Υ βϥʻ ◕ρ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ

χ ᶤ›ψʺ ◕ρẸṳΰὨ βϥʻ 
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21 文化芸術活動の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ὀ◕ Υם☼ΰοΜϥ ᴟὛ τḩβϥϱЦрЕ χ Ϭ ΰ ᶆ̋◕ Υ βϥ ˑσῲ

Ϭ αο βϥρρϜτʺᶆϱЦрЕ ϒχ χ╥ᴥϬ βʻ 

連携効果 

ʾ ὀ◕ χ Υ Ψχ χ Τϣʺꜛ τΚμθ ᴟὛ Ḧ ʾᶨ Ϭ ΰ╥ᴥπΦϥʻ 

ʾίӽ χ ᴟὛ ᶨ χ ọτ︡Ϥ Ϛάρπʺίӽ ᵰχ ῖ Ϭ βάρτϢϤʺῖ

ῢχᶈ ẉό ӽχᶨ ᴟϬ ϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

34,816     34,816 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ʾ ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰʺᶆ◕ χ︡ Ϭ βϥʻ 

ʾиʾЪр⁯∑ᴝᶚ↕Ϭ ◕ρẶ πᵫ℗βϥʻ 

連携市町 
ʾ ◕ʿиʾЪр⁯∑ᴝᶚ↕Ϭ ◕ρẶ πᵫ℗βϥʻ 

ʾ ὀ◕ χ︡ Ϭʺ ◕τ ằβϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ʾиʾЪр⁯∑ᴝᶚ↕τἰϥ ʿם☼ τᴂαοʺ ◕ρ ὀ◕ΥζϦηϦ βϥʻ 

ʾ ᴟ Ⱡχ “τἰϥ ʿ ◕ρ ὀ◕ΥζϦηϦ βϥʻ 
連携市町 

 

22 公立夜間中学による就学の機会の提供 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
◕ ΚΤνΦ ᶘ ˢ ḧ ᶘˣτνΜοʺίӽ χ τ σῲ Ϭ“ΜʺṰ ễӾϬ Ϊ

ϥṐᵓϬלם τ ΰʺίӽ χ σᶘόχ χ Ϭם ϥʻ 

連携効果 
ήϘίϘσ τϢϤṰ ễӾϬ πΦσΤμθ ʺᶘ τ ΞάρΥπΦσΤμθ χ῝

ḧ ᶘχ Ϭ ΰʺṰ ễӾϬ ΪϥṐᵓϬלם τ βϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

5,706     5,706 

活用する国県 

補助事業等 
ễӾ◦כ ⱧỘ Ỳˢ1/3x 

役
割
分
担 

姫路市 ᶘ χ ẉόְ֫ʺῲ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 ◕ρ ὀΰοʺᶘ χְ֫ʺῲ τẸ ΰο︡Ϥ Ϛʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ʾᶘ ְ֫τἰϥὊ ʿ ◕Υ βϥρρϜτʺ ὀ◕ χ χ τᴂαοᶆ◕ Υ β

ϥʻs ὀ◕ Υ ◕τ ỲϬ◦ Ξʻx  

ʾῲ τἰϥὊ ʿᶆ◕ πχῲ ᶨ τἰϥὊ ψᶆ◕ Υ βϥʻ 連携市町 
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23 博物館等の相互利用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ίӽ χ Ḭ χ τνΜοʺίӽ∕ χ͐⅞ⱪΤϣ ᶘ͏ Ϙπχ ⱪʾⱪ ʾ Ϭ

τ Ὧχ ԁᴟσς ῀ ᶈ Ϭ ϥρρϜτ ᶆ̋☼ τΣΜοίӽ χּזᵓễӾᶨ ϒχ

ẉόכ◦ ῀ ᶈ τΰΪθ︡ Ϭם☼βϥʻ 

連携効果 

ʾϢϤ Ψχ ♥χ Τϣʺ ⱪʾⱪ ʾ χИ˔Їτᴂαθ Υᴦ ρσϤʺ ớ τ ᴟ

Ὓ ʾᴬᶘτ ΰϚάρΥπΦϥʻ 

ʾ χ ᴟὛ ʾᴬᶘ τ Ϧϥάρπʺ ӽϒχһ Ϭ ϛϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

323     323 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ʾςϭΩϤϸ˔Жχ⌠ ẉό ὀ◕ ϒϸ˔ЖϬ βϥʻ 

ʾᶆ☼ τΣΜο τΰΪθ︡ Ϭם☼βϥʻ 

連携市町 
ʾ ϒχςϭΩϤϸ˔Жχיּ ʺ ῲ ẉό χᶘ  ρχ ῢϬ βϥʻ 

ʾᶆ☼ τΣΜο τΰΪθ︡ Ϭם☼βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ʾςϭΩϤϸ˔ЖχԊ╓ ẉό ὀ◕ ϒχ Ϭ βϥʻ 

ʾᶆ☼ τΣΪϥ︡ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ʾςϭΩϤϸ˔Ж Ⱳτ βϥˮ► χ︣ԏΦ˯χ ╓ ρᶘ  ϒχ Ϭ βϥʻ 

ʾᶆ☼ τΣΪϥ︡ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

 

24 図書館の相互利用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ὀ◕ Υ βϥ ḬτΣΜοʺ ὀ◕ ∕ χ τ ΰοʺ ῀τ χ χЂ˔РІ

Ϭ ằβϥʻϘθʺ χיּ ΰ χθϛτЫϱЗрН˔ϸ˔Жπχ χ ῀ τνΜ

οϜ βϥʻ 

連携効果 ὀ◕ ∕ χ ᵶᶘ χṐᵓχᶈ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

4,695     4,695 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 

ʾ ίӽ ὀ ◕ί Ḭ ῀ ⱧỘˮ8◕8 ῀ Ḭᴅ ᾁ┤˯Ш˔ЭЧ˔

Ѕχ֫ Ḛ Ϭ“Ξʻ 

ʾ ὓχ ὓʾϯАФк˔Жʺ ὀ◕ χ χ ῢ ᴂϬ“Ξʻ 

連携市町 
ʾᶆꜛⱵ πχἴ ʾῲ ʺ ὀ◕ χ χ ῢ ᴂϬ“Ξʻ 

ʾῲ χᾁ ʺ ῖḊχṐᵓϬ τᴂαο βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ίӽ ὀ ◕ί Ḭ ῀ ⱧỘˮ8◕8 ῀ Ḭᴅ ᾁ┤˯Ш˔ЭЧ˔Ѕ

χӲⱱḚ Ϭ βϥʻ  

連携市町 
ᶆꜛⱵ πχ ḬЄІГЭᵫ ʺ ὀ◕ χ ῢ ᴂτ βϥ ὴ τἰϥ

Ϭ βϥʻ 
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25 姫路市男女共同参画推進センター「あいめっせ」の利用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
Ặ ╥ᵊχ τḩβϥᶘ ἴ̋ σςχᶨ Ϭ“μοΜϥίӽ χ τᶨ χ ρ χ

ằϬ“Μʺ◕ ῖ χ ρζχᶨ Ϭ◦כβϥʻ 

連携効果 
ίӽ χ Υ πΦϥϢΞ χ ὯϬḜ βϥάρτϢϤʺ ὀ◕ ∕ χ χּזᵓễ

Ӿᶨ Ϟ◕ ᶨ χ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,438     1,438 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρ ʺ ΰʺ ЎжЄϬ⌠ ΰʺ ὀ◕ ϒ βϥʻ 

連携市町 ◕ρχ ʺ τẸ ΰʺ ЎжЄϬ Μο τ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ΚΜϛμδТϴІГϰНиχᵫ℗ ʺ ЎжЄχ⌠ ẉό ὀ◕ ϒχ σςʺ

ṜⱧỘτḩβϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ῲ τΤΤϥ σς τᴂαο βϥʻ 

 

26 姫路市市民活動・ボランティアサポートセンターの利用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
׃῝ χΚϥ◕ ᶨ Ϭ“μοΜϥίӽ χ Ϟᾤ τᶨ χ ρ χ ằϬ“Μ ◕̋ ῖ χ

ρζχᶨ Ϭ◦כβϥʻ 

連携効果 

ʾ ʾᾤ ЩжрГϰϯχ ὯḜ τϢϥ Ϟᶆ ЈрЌ˔ⱧỘϒχ╥ᴥϬ αοʺί

ӽ χּזᵓễӾᶨ Ϟ◕ ᶨ χ Υṍ πΦϥʻ 

ʾᶆ◕ πχ◕ ᶨ ḩ ⱧỘϬ ῀τ Ặ ʾ βϥάρπʺϢϤ Ψχίӽ ϒχ Ẑρ

ⱧỘ῟ᴮχΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

2,568     2,568 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 

ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰʺ ◕◕ ᶨ ʾЩжрГϰϯЂЪ˔ЕЈрЌ˔Ϭְ֫βϥʻϘ

θ ί̋ӽ Ϭ ρΰθЈрЌ˔ⱧỘϬ ὀ◕ τ Ặ βϥρρϜτʺίӽ Ϭ ρβϥ ὀ

◕ χ◕ ᶨ ḩ χ Ẹ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 

◕ρχ ʺ τẸ ΰʺᶆ◕ χ◕ ᶨ Ϭ“Ξ Ϟ τ ΰʺ ◕◕ ᶨ ʾЩ

жрГϰϯЂЪ˔ЕЈрЌ˔ϞЈрЌ˔ⱧỘϬ βϥ Ϙ̒θ ί̋ӽ Ϭ ρβϥ◕ ᶨ ḩ

ϞϱЦрЕЎжЄσςϬ ◕τ ằβϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ЈрЌ˔χְ֫ʾⱧỘם☼ẉόῲ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ῲ τἰϥ σς τᴂαο βϥʻ ◕ρ ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ Ϛάρρσμθ

ⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ ὀ◕ πẸṳΰὨ βϥʻ 
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27 郷土資料デジタルアーカイブの運営 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˕ ˓ ˕ ˕ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˓ ˕ ˓ ˓ ˕ ˕ 

取組概要 
ỏ Ɫ ϬДЅЌиᴟΰ ϱ̋рЌ˔КАЕ πא ᴦ ρβϥỏ Ɫ ДЅЌиϯ˔ϸϱУІЄІГ

ЭϬίӽ πẶ ֫ βϥʻ 

連携効果 
χ Υΰ βϥρρϜτʺỏ ᶘ χṐᵓϬ ằβϥάρπʺ ӽχ ◊ʾ ᴟϒχọ Ϟ

ᶘ Ӫ Ϭ‰ϛʺ ᾕϒχһ Ϭ ϛϥάρτνσΥϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

470     470 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰ ỏ̋ Ɫ ДЅЌиϯ˔ϸϱУЄІГЭχӲⱱḚ Ϭ“ΞρρϜτʺ

τᴂαο τḩβϥᾆ Ϭם☼βϥʻ 

連携市町 ὀ◕ Υϯ˔ϸϱУᴟΰθЀрГрБϬ ᵺЄІГЭτϯАФк˔Жβϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ЄІГЭχӲⱱʾ֫ ︢τḩϩϥὊ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ὀ◕ χ βϥỏ Ɫ ЀрГрБϬДЅЌиᴟβϥ Ϭ βϥʻ 

 

エ 地域振興 

28 【再掲】人材の確保・育成支援 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ίӽχϜχξΨϤ Ϭ◦Πϥ ∙Ϭᶎ βϥθϛʺḩἰṐḩρ ὀΰʺίӽ χֿיּבΤϣ‰ Ϙπיּ

ῲΜ χ τνσΥϥᶆ βϥ☼םⱧỘϬכ◦ Ϙ̒θʺ ᾫᾉ ϜχξΨϤ ᶘ πם☼β

ϥ ỘἩ ϞֿיּבΰΪχϜχξΨϤ ᾓ ϬῲΨ βϥσςḼỘχ ∙Ӿ Ϭ◦כβϥʻ 

連携効果 

ʾ ◕ ϒχ ιΪπσΨʺ Ỡᴦ σ ὀ◕ ϒχ Ϭ◦כβϥάρπʺֿיּב χ

ίӽ χ Υṍ πΦϥʻ 

ʾⱧỘχ ρσϥⱧỘּיϞẐ Ϭῲӽᴟʺᴅיּ ᴟβϥάρπʺϢϤ Ψχ╥ᴥּיϬ ϥάρΥπ

ΦϥσςʺⱧỘ῟ᴮχΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

66,894     66,894 

活用する国県 

補助事業等 
ΰΜ Ὂↄʾ ᶨḕẽ ῖ Ỳ 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρχẸ τϢϥ ὀⱧỘχḼᵊʺם☼ʺϘθᶆ ⱧỘτΣΪϥ ὀ◕ ρχ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 ◕ρχẸ τϢϥ ὀⱧỘχḼᵊʺᶆ◕ ⱧỘּיʾẐ ϒχῲיּ ʾ ᶨ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ⱧỘӦ ψʺ ◕Υ βϥʻ 

連携市町 
ᶆ◕ πχῲ ᶨ τἰϥ ψʺ ὀ◕ Υ βϥʻϘθʺᶆ◕ Υᾤ π› ᵓ χ

ⱧỘϬם☼βϥ ›ψʺᶆ◕ π βϥʻ 
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29 地域住民及び在住外国人等の交流促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ ˕ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ 

取組概要 

῎ễעϞ⁯∑ῖ τḩβϥϱЦрЕ χ Ϭ ΰʺ ẉό∕ ᵰ⁯ τ ằΰ ί̋ӽ

∕ ᵰ⁯ χ ᶨЂЪ˔ЕϬ“ΞρρϜτ ί̋ӽ χ∕ ᵰ⁯ Υ πΦϥʺ ằϞ ᴂ

Ϭ“Ξ ῢϬ ʾְ֫βϥʻ 

連携効果 

ʾ ὀ◕ χ Ϭ βϥάρπʺ ῎ễעϞ⁯∑ῖ ϱЦрЕσςʺ Ψχ ♥χ ΤϣϢ

Ϥꜛ χ ᶨІЌϱиτΚμθⱧỘτ╥ᴥβϥάρΥπΦ ϱ̋ЦрЕ Ϭ αθ ӽ ρ ὀ◕

∕ χᵰ⁯ ρχῖ τνσΥϥʻ 

ʾίӽ∕ χᵰ⁯ Ϭ ρβϥάρπʺ ᶨᴿ ϞᵔὨ├τḩβϥ Υ ήϦʺḩἰ ρχК

АЕм˔ϼϜ῟ τ  πΦϥσςʺⱧỘ῟ᴮχΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

15,644     15,644 

活用する国県 

補助事業等 
ᵰ⁯ ḕẽ ῖ Ỳ 

役
割
分
担 

姫路市 
ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰʺᶆ◕ χ︡ Ϭ βϥρρϜτ Ϭ“ΞʻϘθʺ

◕ᵰ⁯ ЈрЌ˔χְ֫Ϭ“Ξʻ 

連携市町 
ᶆ◕ τΣΜο⁯∑ῖ ⱧỘϬם☼ΰʺζχ︡ Ϭʺ ◕τ ằβϥʻϘθʺ ◕ᵰ⁯

ЈрЌ˔τνΜοᶆ◕ χ∕ ᵰ⁯ τ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ◕ᵰ⁯ ЈрЌ˔χְ֫τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ὀ◕ Υ ◕ρ ὀΰοם☼βϥ⁯∑ῖ ⱧỘτἰϥ Ϭ βϥʻ 

 

オ 災害対策 

30 自然災害等対策 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ πᾚ←ʾ ← χ ὀϬ ϥρẶτ ӽῲӽ ὓᵊτṁξΦʺ ӽχῲӽ

χ  Ϭ ϥʻ 

連携効果 
ὀ◕ Υ ῀ ὀẉόẸ Ϭᶎ βϥάρτϢϤʺ ṛ ←ᵲⱲ τΣΪϥ χӗ ʾӗ

χᶎ Υ ϣϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,803     1,803 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ʾ ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ βϥʻ 

ʾ ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘ Ϭ ӛΰʺ︡ϤϘρϛϬ“Ξʻ 

連携市町 

← Ⱨ ︠Ḛּי ᵓṳχᵫ℗ˢᵫ℗ ◕ ψ ˣϞʺ Ἡ χם☼ʺ ⱢʾἩ

ⱢṐ∙ χ Ặ ʺ ӽῲӽ ὓᵊτṁξΨ χ ẉό χᾁ Ϭ“Μ

← ├χ Ϭ ϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
Ἡ χם☼Ϟῲӽ σ ὓᵊχ⌠ τἰϥ ʿ ῢᶤ›τᴂαοᶆ◕ Υ βϥʻ

ˢ ὀ◕ Υ ◕τ ỲϬ◦ ΞἹϬρϥˣ 
連携市町 
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31 消防分野の連携・協力の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ χ τΣΪϥ σᴿ ϞЄІГЭχẶ ʾ֫ τνΜοᾁ ΰ Ⱨ̋Ộχᶈ

Ϟ∞ ʾⱧ χὖᾚτ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 

ʾ ϦӺ ṐḩϬῲӽ τᶎ ΰʺẎẍ Υ χיּ ╩ Ϭ“Ξάρπʺ ₉ χᵔ

Υ ϣϦϥʻ 

ʾ„ χϷржϱрᴟʾίӽ πχЄІГЭẶ Ϭ“ΞάρτϢϤʺ∞ ʾⱧ Ϭὖᾚβ

ϥρρϜτʺ χיּ„ ΰ Υ ϣϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

68,035     68,035 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 Ẹṳᵓχְ֫ʺЄІГЭ  ʾ֫ τἰϥⱧ ʺ„ χᵫ℗ʺḩἰṐḩρχ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 Ӻ Ṑḩ χḩἰṐḩρχ ʺϷржϱр„ χ ʺῲӽ֫ τἰϥⱧ τẸ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
Ẏẍ ЄІГЭχ֫ τἰϥ Ϭʺ ῢӛ τᴂαο βϥʻs ὀ◕ Υ ◕τ ỲϬ

◦ Ξˣ ᴲḚ „ ЄІГЭχ ρ֫ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 

Ẏẍ ЄІГЭχ֫ τἰϥ Ϭʺ ῢӛ τᴂαο βϥʻs ὀ◕ Υ ◕τ ỲϬ

◦ Ξˣ ᴲḚ „ ЄІГЭχẶ τἰϥ ψ τᴂαο ◕ρẸṳχ Ὠ β

ϥʻ 

 

カ 環境 

32 環境意識の啓発 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ χḕẽӪ꜡χΰ Ϟ ᵓʾזּ ʺᾝτνσΫϥθϛםᵓχזּ ίӽԁ ρσμοᶆ

ἴ ⱧỘ τ︡Ϥ ϚρρϜτʺ ὀ◕ χ︡ τνΜοʺ ῖḊϬ“Ξʻ 

連携効果 
ίӽ χḕẽ τ βϥӪ꜡χΰ Ϭ ϥάρτϢϤ ж̋ϱТІЌϱиχ ḊσςḕẽϬӪ꜡ΰ

θ“ Ϭ ΰʺίӽ τΣΪϥᴛע῟ᴮϹІ χ⌡ᾚσςḕẽτ ΰθᵹξΨϤτὌΥϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

31,906     31,906 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
кІ⌡ᾚ֫ χᴅ ᵫʺᴪ ЄІГЭχ ẉτΰΪθ ʺ ЈЬЗ˔ʾḕẽᶘ ϱ

ЦрЕσςχḼᵊʺם☼ẉό ʺⱢᾛέϙχ χ ẉόᴦ έϙχᾚ ᴟ ├Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ᶆ ⱧỘχῲ τẸ βϥʻϘθʺ ◕ρ ὀΰʺḕẽӪ꜡χἴ τὌΥϥⱧỘϬίӽ τΣΜο

 βϥʻ☼ם

費
用
負
担 

姫路市 ʾ ЈЬЗ˔ τἰϥ ψʺ ◕Υ βϥʻ 

ʾ кІ⌡ᾚ֫ ʺⱢᾛέϙχ ẉόᴦ έϙχᾚ ᴟ ├ʺᶆ ἴ ᶨ τἰϥ ψʺᶆ

◕ Υם☼ τᴂαοζϦηϦ βϥʻ 連携市町 
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② 結びつきやネットワークの強化 

ア 地域公共交通 

33 広域連携バス路線網等の維持・形成 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

НІẉόЀЬвИГϰНІψʺ Ỡʾ ᶘʺ Ԛʺ Μ ʺ χ ᶨϬ◦Πϥ π ᴦ

ὧσ῝Ặῖ πΚϥθϛʺ Ϭᶨ ΰσΥϣᶆ◕ Ϟᾉρ ὀΰο ϬӲⱱʾᶎ βϥρρ

Ϝτʺ ›НІ χ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 ӽ χ ᶨτ σῖ ︣ χӲⱱʾᶎ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,443,825     1,443,825 

活用する国県 

補助事業等 
◕ ọ◦כῖ Ỳˢ1/3ʾ2/3x̋ ӽ῝Ặῖ ᶎ Ӳⱱᵠ ⱧỘ Ỳˢ1/2x 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρχ ʺ Ϭΰʺ χӲⱱᶎ Ϭ ϥρρϜτ ›НІ χ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ◕ρχ ʺ τẸ ΰʺ χӲⱱᶎ Ϭ ϥρρϜτ ›НІ χ Ϭ βϥ  ̒

費
用
負
担 

姫路市 

ʾ ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ Ϛῲӽ ὀНІ χӲⱱᶎ τἰϥ Ỳχ ᶤ›ψ ᶆ̋◕ ḧ

χ֫“Ϻк ә ρβϥʻ 

ʾ ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ ϚЀЬвИГϰНІ χ֫“τἰϥ χ ᶤ›ψʺᶆ◕ πẸṳ

ΰʺם☼︠ χ◕ τ ỲϬ◦ Ξʻ 

ʾ ὀ◕ Υᶆˑπ︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ ʿ ᵺ◕ Υ βϥʻ 

ʾᵓṳ τἰϥ ʿ ῢᶤ›τᴂαοᶆ◕ Υ βϥʻs ὀ◕ Υ ◕τ ỲϬ◦ Ξˣ 

連携市町 

 

イ デジタルインフラ整備 

34 自治体DXの推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ДЅЌи ᵓṳϬᵫ℗ΰʺᶆꜛⱵיּ τΣΪϥDXχ︡ ệϞᴿ ϬẶ βϥρρϜτʺίӽ

πχЄІГЭʾБ˔иχẶ ʾẶ χᾁ ϞϷ˔ФрД˔ЌϸЌкϽЂϱЕχ ʺ

ДЅЌи ∙χӾ τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 
ʾ σꜛⱵ DXχ︡ Ϭίӽ πẶ βϥάρΥπΦϥʻ 

ʾίӽ χ ΰ ẉό◕ ḧ ὀτϢϥꜛⱵ Ộ χ῟ ᴟϬ ϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,961     1,961 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ДЅЌи ᵓṳχᵫ℗ʺϷ˔ФрД˔ЌϸЌкϽЂϱЕχ֫יּ ʺζχ ꜛⱵ DXχ τⱢβ

ϥ︡ τ ρσμο︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 ДЅЌи ʺᵓṳτ╥ᴥβϥρρϜτיּ ◕ρ ὀʾẸ ΰʺ ⱧỘτẶ π︡Ϥ Ϛʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ⱧỘχ τ σὊ Ϭ βϥʻ ὀ◕ ρ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ

ὀ◕ ρẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 
ὀ◕ Υ ꜛτ“ΞⱧỘχὊ ψʺ ὀ◕ Υ βϥʻ ◕ρ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ

χ ᶤ›ψʺ ◕ρẸṳΰὨ βϥʻ 



 

 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン 

 

55 

ウ 道路等の交通インフラの整備・維持 

35 ＪＲ山陽本線、ＪＲ姫新線、ＪＲ播但線の利用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˕ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ӽ῝Ặῖ χẤ ρσϥׄ χ τϢϤʺ ◕ẉό ὀ◕ ϒχϯϼЈІ χΰ

ẉόJR╦ ˢ ϬḯϚˣ̋ ʺ χ τϢϥῖ ὉχӲⱱτ︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 
ͧ͟╦ ˢ ϬḯϚˣ̋ ͧ͟ ʺͧ͟ χ ρל ӽχᶨ ᴟΥṍ πΦ

ϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

1,885     1,885 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 

ᶆẸṳᵓ Ⱨ ộˢ╦ ל ◕ ᵓʿ ◕ʺ ʾᶨ ᴟ ᵓʿθνχ◕ʺ

ᵤρ ᾭ ᵤϬὫϐ ʾ Ẹṳᵓʿ ◕ˣρ ὀΰοʺ ὀ◕ ρ ʾ

Ϭ βϥʻ 

連携市町 ׄ χМ˔Ж Ϟׄ ʺᶆ ᵓ π ằϬ“ΜσΥϣ τ︡Ϥ Ϛʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

˻ͧ͟╦ ˢ ϬḯϚˣ˼ 

ῲʾӽχ ⱧỘτ σ ╦ʿ ל ◕ ᵓ Ỳρΰο ὀ◕ π βϥʻsϱ

ЦрЕχם☼ ϬẶ π“Ξˣ 

ʾᶆ◕ ΥζϦηϦχῲ Ϭ►μοῲӽ σῲ Ϭԁ τ ᵫβϥθϛχ ʿᶆ◕ Υ β

ϥʻ 

˻ͧ͟ ˼ 

ʾῲӽχ ⱧỘτ σ ʿ ʾᶨ ᴟ ᵓ Ỳρΰο ὀ◕ π β

ϥʻs ϱЦрЕχם☼ ϬẶ π“Ξˣ 

ʾᶆ◕ ΥζϦηϦχῲ Ϭ►μοῲӽ σῲ Ϭԁ τ ᵫβϥθϛχ ʿᶆ◕ Υ β

ϥʻ 

˻ͧ͟ ˼ 

ʾῲӽχ ⱧỘτ σ ʿ ᵤρ ᾭ ᵤϬὫϐ ʾ Ẹṳᵓ

Ỳρΰο ὀ◕ π βϥʻs ϱЦрЕχם☼ ϬẶ π“Ξʻx  

ʾᶆ◕ ΥζϦηϦχῲ Ϭ►μοῲӽ σῲ Ϭԁ τ ᵫβϥθϛχ ʿᶆ◕ Υ β

ϥʻ 

連携市町 
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36 播磨臨海地域道路網の整備促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˕ ˓ ˕ ˓ ˕ ˕ ˔ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˕ ˕ ˕ ˓ ˕ ˕ 

取組概要 ᵤ ӽ ẸṳᵓϬ αοʺ‰ṛᶊσ ḅ χ τ ὀΰο︡Ϥ Ϛʻ 

連携効果 

‰ṛᶊσ ḅ χθϛ ḩ̋ἰ◕ Υ ὀΰԁḮρσμο︡Ϥ Ϛάρπʺ τνΜοῲΨ

ΰʺ χΰ Ϭ ϥρρϜτʺ ᶨ ϒχ ӪϬϢϤ ΠϥάρΥπΦϥʻϘθʺ

ᵓσςχϱЦрЕ╥ᴥּיχ ᴥΥṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

2,270     2,270 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ᵤ ӽ Ẹṳᵓχᵓ ẉόⱧ ộρΰοʺ ᶨ Ϭ τ ΞρρϜτʺ ⱧỘχ

τḩβϥᵓṳχ︠℗ʺ ʺ ʺHPḚ σςְ֫τḩβϥⱧ Ϭ βϥʻ 

連携市町 
ᵤ ӽ ẸṳᵓχᵓԌρΰοʺ ᶨ Ϭ ΞρρϜτʺ ⱧỘχ τḩβϥⱧỘχ

Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ʾְ֫ʾῲ ʾᵓṳτἰϥ ʿ ᵤ ӽ ẸṳᵓχᵓԌψʺ ᶛẉό ῢᶤ›τᴂαθᵓ

Ϭ βϥʻs ὀ◕ ψʺᵓ πΚϥ ◕τ◦ Ξʻx  

ʾζχ ʺᶆ◕ ᶆˑπ︡Ϥ Ϛ ₰ʾⱧỘτἰϥ ʿ ὀᶆ◕ Υ βϥʻ 連携市町 

 

エ 地域の生産者や消費者等の連携による地産地消 

37 地産地消の推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ ӽὊↄχ ḕϬ ϥθϛʺ ▀ Ϭψαϛρβϥίӽ χ ▀ ʾ ▀ χ ϒχ

ʾằẚ χ  Ϟ ΰ τ︡Ϥ Ϛάρπʺ ▀ Ϭ βϥʻ 

連携効果 

ʾίӽ χ ˑσ Κϥ ӽⱢᾛϬίӽ τ ΰʺ ΰοϜϣΞάρπʺ Ϭ αθίӽχ

ᶨ ᴟΥṍ πΦϥʻ 

ʾ ӽχ Ϭיּ▀ αθӗ ӗ σ χ ằΥṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

14,025     14,025 

活用する国県

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ⱧỘχ ρσϤʺⱧỘχḼᵊʾם☼ʺᵓṳχ︠℗ʺPR τ︡Ϥ Ϛʻ 

連携市町 σ χ ằʺᶆ◕ χ ʾḩἰּי ϒχῲ ʾ ʺ ⱧỘχ τẸ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ◕χ ᶤ τἰϥ τνΜοψʺ ◕Υ βϥʻ 

連携市町 
ʾ ⱧỘχ τἰϥ χ ᶤ›ψʺᶆ◕ πẸṳΰὨ βϥʻ 

ʾ ὀ◕ Υ︠℗βϥḩ ⱧỘτἰϥ Ϭ βϥʻ 
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オ 地域内外の住民との交流・移住促進 

38 移住・定住の促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 ϒχ ΰΜ χ ϦϬνΨϥθϛʺ ὀ◕ πӱ ʾ Ϭ ϥʻ 

連携効果 

ʾ ὀ◕ χӱ ʾ τḩβϥ Ϭ ΰ βϥάρπʺ῟ᴮ ʾ῟ τӱ ʾ Ṇ

ϒיּ ằπΦϥʻ 

ʾίӽψ ╦ḧ ӽʺ ʺה ◕ ʺᵤḰʾ ΰϡρΜμθ ӽϬ ΰοΣϤʺ ὀΰο︡Ϥ Ϛά

ρπʺӱ χṆיּ τ›ϩδʺІϾ˔иЮзАЕϬ Τΰθ ˑσ ӛΥᴦ ρσϤʺӱ ʾ

ῢχ ᴥΥṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

216,818     216,818 

活用する国県 

補助事業等 
ᾫᾉӱ ⱧỘכ◦ Ỳˢ1/4x 

役
割
分
担 

姫路市 
ˮώϥήρᵕṑТϴϯ˯ τἰϥῲ ʾ Ϭ“Ξʻ ὀ◕ ρχ ʾ Ϭ ΰʺᶆ

◕ χ︡ Ϭ βϥρρϜτʺ ◕ӱ ῢϞӱ ЂϱЕπ Ϭ“Ξ  ̒

連携市町 
ᶆ◕ χ ϬᶨΤΰθᶆ ӱ ☼├Ϭ ᵫβϥʻˮ ώϥήρᵕṑТϴϯ˯ χθϛχ

σ Ϭ“Ξʻӱ ☼├τνΜο ὀ◕ τ ằϬ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 

ʾˮ ώϥήρᵕṑТϴϯ˯ τἰϥ ʿ ψ ◕Υ βϥʻ ὀ◕ ψ τ σⱢ

ʾ Ϭ βϥʻ 

ʾжЅϷ τἰϥ ʿ ◕Υ βϥʻ 

ʾ ◕ӱ ῢϞӱ ЂϱЕʿ֫ ψ ◕Υ βϥʻ 

ʾОрТйАЕ⌠ τἰϥ ʿ ⌠ ψ ◕Υ βϥʻ 

ʾᶆ ӱ ☼├τἰϥ ʿם☼ τṁξΦ ◕ẉό ὀ◕ ΥζϦηϦ βϥʻ 

連携市町 
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③ 圏域マネジメント能力の強化 

ア 圏域内市町の職員等の交流、人材の育成、外部からの行政及び民間人材の確保 

39 関係市町との人材育成・交流 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
“ ЫКЅЮрЕ χΰ Ϭ ϥθϛʺ ṍḧχ Ԍῖ ϞẶ χ“ ᴿ τνΜοχ› ᾆ τ

ϢϤʺ ὀ◕ χ σ︡ ϬᶘϐṐᵓϬ Ϊϥʻ 

連携効果 ԌχⱢלΰ Ϭ ϥρρϜτʺ Ԍḧχῖ Ϭ ϛϥάρΥπΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

31     31 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰʺẶ χ“ ᴿ Ϟ σ︡ τνΜοʺ„◖Ϭ Μοχᾆ

χם☼Ϟ ὀ◕ ΥẶ βϥθϛχ ῖḊχ Ϭ Ϊϥʻ 

連携市町 ˕ 

費
用
負
担 

姫路市 

ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ χ ᶤ›ψʺ ὀ◕ πẸṳΰὨ βϥʻ 

連携市町 

 

40 文化財担当者の連携体制の構築 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ 

取組概要 ᴟ∞χ ʾᶨ τΰΪʺίӽ τΣΪϥ ԌχẸ Ϭ  βϥʻ 

連携効果 
ῖḊʺ ὀ τϢϤ Ԍḧχῖ Ϭ ϛϥρρϜτʺ ԌχⱢלΰ Ϭ Ϥʺ ԌχẸ

Ϭᶎ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

0     0 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ὀ◕ ρχ ʺ Ϭ ΰʺ︡ Ϭ ὀ◕ ΥẶ βϥθϛχ ῖḊχ Ϭ Ϊϥʻ 

連携市町 ᶆ◕ πם☼βϥⱧỘϞ τΚθμοʺ ԌзІЕϬᶨ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ʾ ὀ◕ Υ ὀΰο︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ ψʺ ὀ◕ πẸṳΰο ᶤ›ϬὨ βϥʻ 

ʾ ὀ◕ Υᶆˑπ︡Ϥ ϚⱧỘτἰϥ ʿ ᵺ◕ Υ βϥʻ 
連携市町 
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41 公共施設マネジメントの推進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ίӽ χ῝Ặ☼ χ › Τνὓᵊ σḚ χ ρ χΩ ᴟ ∞̋ χὖᾚʾ ᴟϬ

ϥθϛʺίӽ χ῝Ặ☼ χ Ặ Ϭ ϥʻ 

連携効果 ԌχⱢלΰ Ϭ ϥρρϜτʺίӽ χ῝Ặ☼ ЫКЅЮрЕ χΰ Υṍ ήϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

200     200 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 
ⱧỘχ ρσϤʺᵫ℗ χᾁ ʺ„◖χ ᾏӢ ʺⱧỘּיχ ʺ› ᵓ χᵫ℗τἰ

ϥⱧ Ϭ“Ξʻ 

連携市町 τΣΪϥⱧ χ Ϭ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 › ᵓ χᵫ℗τἰϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ὀ◕ χ τΣΪϥⱧ χ τἰϥ Ϭ βϥʻ 

 

42 地方分権制度及び特区等の活用促進 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 ίӽ◕ χ ˑσ ӽᴿ χᵔὨϬ ϥθϛʺ⁯ᾉϒχ ᶨ ϬẶ πם☼βϥʻ 

連携効果 Ԍχ ӽᴿ ᵔὨτΰΪθⱢלΰ Ϭ Ϥʺίӽχᴿ χᵔὨτνσΥϥάρΥṍ ήϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

0     0 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ếᵓχ︠℗ʺ⁯Τϣχ„◖χ ᾏӢ ʺẶ ӛτΰΪθ ӽᴿ χᾁ σςϬ“Ξʻ 

連携市町 ếᵓϒχ╥ᴥʺẶ ӛτΰΪθ ӽᴿ χᾁ σςϬ“Ξʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ếᵓχᵫ℗τΤΤϥ Ϭ βϥʻ 

連携市町 ὀ◕ χ ψ ΰοΜσΜʻ 
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43 職員研修事業 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 
ꜛⱵᾆ ẸṳᵓϬ αοʺ ὀ◕ χ ԌχⱢלẉό῝ χΰ Ϭ ϥάρϬ τʺ ὀ

◕ χ Ԍτ βϥᾆ ⱧỘϬẶ π βϥʻ 

連携効果 
ᾆ ⱧỘχẶ τϢϤʺẶ χᴿ ϬẶ βϥάρΥπΦʺ ԌχⱢלʺ῝ ʺ Ђ˔Р

Іχΰ Υṍ πΦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

7,607     7,607 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 ꜛⱵᾆ ẸṳᵓχⱧ ộρΰοʺᾆ ⱧỘχḼᵊʾם☼Ϭ︠ βϥʻ 

連携市町 
◕ρ Ϭ“ΜσΥϣ ԁ̋ χᾆ τΤΤϥᵓ χ ằẉόⱧ χ ʺ „ Ϟ„◖χ

ᾏ Ϭ αʺ ꜛⱵᾆ Ẹṳᵓχᾆ ⱧỘχְ֫τẸ βϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 ʾ „ ᾏ Ϭ Ψ ʿ ὀ◕ π βϥʻs Ỳχ ᶛτ ΰοʺỡ ᶤ30̋ʺ Ԍ

ᶤ70̋χᶤ›π▄ ʻ Ԍ ᶤψʺᶆ◕ χԁ “ Ԍ τᴂαο ˣ 

ʾ „ ᾏ ʿᶆ◕ Υ βϥʻ 連携市町 

 

イ その他、圏域マネジメント能力の強化に係る施策 
44 新たな連携事業の検討 

参画市町 

◕ ◕ ᴥᾥ ◕ ◕ ‰₳◕ ᴥ ◕ Ꞌӕ◕ θνχ◕ 

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

ԅ   ◕  ≤  ᴱ  ◓  Ἤ  ₪  

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 

取組概要 

ίӽτΣΪϥ Τν῟ᴮ σ︡ τνΜο ₰ʾᾆẕβϥρρϜτʺ ὀ◕ χ ὀ Ϭ

  ΰʺ ṛⱧỘẉόṌ ⱧỘχДЅЌиᴟτΰΪθᾁ Ϭ“Ξσςʺˮ ІЫ˔Е HARIMA˯χ︡

Ϭ βϥʻ 

連携効果 ԌτϢϥᾁ Ϭ  βϥάρτϢϤʺίӽχᴿ χᵔὨτνσΥϥάρΥṍ ήϦϥʻ 

事業費 

（千円） 

2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029 年度 計 

0     0 

活用する国県 

補助事業等 
˕ 

役
割
分
担 

姫路市 θσ ὀ Ϭ ΰʺ ὀ◕ χḩἰᴿρχ ὀ Ϭ  βϥʻϘθʺᵓṳϬ︠℗βϥʻ 

連携市町 θσ ὀ χ ʺ ὀ◕ χḩἰᴿρχ ὀ   τẸ βϥʻϘθʺᵓṳτ╥ᴥβϥʻ 

費
用
負
担 

姫路市 
ʾ ₰ʾᾆẕʾᵓṳτΤΤϥ ʿ ◕Υ βϥʻ 

ʾם ⱧỘτἰϥ ʿ ◕ ψ θσ ὀ χ ӛ◕ Υ βϥʻϜΰΨψʺ ῢᶤ› ψ

ם ᶤ› τᴂαο ὀ◕ πẸṳχΞΠ ᶤ›ϬὨ ΰʺ ὀ◕ Υ βϥʻs ὀ◕

Υ ◕ ψ θσ ὀ χ ӛ◕ τ ỲϬ◦ ΞἹϬρϥʻx  
連携市町 
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